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叢
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研
究
ノ
ー
ト

皇
學
館
論
叢

第
四
十
七
巻
第
四
号

平
成
二
十
六
年
八
月
十
日

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜

須

藤

恵

里

□

要

旨

全
国
の
八
幡
社
の
根
本
社
で
あ
る
豊
前
国
に
鎮
座
さ
れ
る
宇
佐
神

宮
は
、
古
代
に
お
い
て
は
宇
佐
氏
、
辛
嶋
氏
、
大
神
氏
の
三
氏
に

よ
っ
て
奉
斎
さ
れ
て
い
た
。
宇
佐
氏
は
宇
佐
地
域
土
着
の
氏
族
で
あ

り
、
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
に
少
宮
司
家
に
定
め
ら
れ
た
。
辛
嶋
氏

は
朝
鮮
半
島
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
化
を
持
っ
た
渡
来
系
氏
族
で
あ

り
、
宝
亀
四
年
に
禰
宜
家
に
定
め
ら
れ
た
。
大
神
氏
は
大
神
神
社
の

大
神
氏
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
、
宝
亀
四
年
に
大
宮
司
家
に
定
め
ら

れ
た
。
そ
の
三
氏
の
中
の
辛
嶋
氏
と
大
神
氏
の
女
性
は
女
禰
宜
と
い

う
職
に
就
い
て
、
神
の
託
宣
を
聞
い
た
り
御
鑰
の
開
閉
を
す
る
等
、

神
に
非
常
に
近
い
所
で
奉
仕
し
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
辺
り
に
な
る
と

文
献
に
女
禰
宜
が
活
動
し
た
こ
と
を
記
す
記
事
は
見
ら
れ
な
く
な

り
、
上
古
は
女
官
が
奉
仕
し
て
い
た
と
い
う
内
容
の
記
事
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
女
禰
宜
が
衰
退
し
て
か
ら
は
、
奉
仕
者
が
、
祠

官
・
庁
内
・
神
人
の
三
等
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
稿
で

は
、
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
宇
佐
神
宮
の
女
性
祠
官
で
あ
る
女

禰
宜
の
実
態
に
迫
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
、
女
禰
宜
を
輩
出
し
た
社
家

の
辛
嶋
氏
と
大
神
氏
に
つ
い
て
も
考
究
す
る
こ
と
と
し
た
。

□

キ
ー
ワ
ー
ド

宇
佐
神
宮

女
禰
宜

辛
嶋
氏

大
神
氏
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は
じ
め
に

神
社
に
奉
仕
し
て
き
た
女
性
、
童
女
に
は
神
宮
の
斎
王
・
物
忌
（
大
物

忌
・
宮
守
物
忌
・
地と
こ

祭
物
忌
・
酒
作
さ
か
と
く

物
忌
・
清き
よ

酒
作
物
忌
・
瀧
祭
物
忌
・

御み

塩さ

焼き

物
忌
・
土
師
器

は
じ
の
う
つ
は
も
の

作つ
く
り

物
忌
・
山
向
物
忌
・
御み

炊か
し
き

物
忌
・
御み

塩し
お

焼や
き

物
忌
・

菅す
が

裁た
ち

物
忌
・
根ね

倉く
ら

物
忌
・
高
宮
た
か
み
や

物も
の

忌
）
や
賀
茂
大
社
の
斎
院
・
忌
子
、
鹿

島
神
宮
・
香
取
神
宮
の
忌
子
、
宇
佐
神
宮
の
女め

禰ね

宜ぎ

が
い
た
。
巫
女
は
現

在
で
も
神
社
に
奉
仕
し
て
い
る
。
斎
王
・
斎
院
・
物
忌
・
忌
子
は
、
神
宮
・

賀
茂
大
社
・
鹿
島
神
宮
・
香
取
神
宮
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
時
に
神
社
史
や

諸
文
献
、
ま
た
は
関
連
す
る
研
究
書
の
中
で
し
ば
し
ば
触
れ
ら
れ
る
が
、

宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
と
は
ど
の
様
な
役
職
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

宇
佐
神
宮
の
八
幡
信
仰
に
つ
い
て
長
年
研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
た
中
野

幡は
た

能よ
し

氏
等
の
先
行
研
究
（
１
）に

よ
る
と
、
女
禰
宜
は
古
代
の
八
幡
宇
佐
宮
に
奉

仕
し
た
女
性
で
あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
神
憑
り
を

し
て
託
宣
を
す
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
長
く
残
し
た
存
在
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
古
代
よ
り
宇
佐
神
宮
に
奉
仕
し
て
き
た
大
神
氏
と
辛
嶋
氏
の
女
性
が

就
き
、
必
ず
し
も
幼
年
と
は
限
ら
れ
な
か
っ
た
。

本
稿
に
お
い
て
、
女
禰
宜
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

う
。
第
一
章
で
は
シ
ャ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
女
禰
宜
の
詳
細
に

迫
っ
て
行
き
た
い
。
第
二
章
か
ら
第
三
章
で
は
、
宇
佐
神
宮
に
奉
仕
し
、

女
禰
宜
を
輩
出
し
た
辛
嶋
氏
と
大
神
氏
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

第
一
章

女
禰
宜

第
一
節

女
禰
宜
が
活
躍
し
た
時
代

小
平
美
香
氏
は
『
女
性
神
職
の
近
代
―
神
祇
儀
礼
・
行
政
に
お
け
る

祭
祀
者
の
研
究
―
』
の
中
で
、
冒
頭
に
挙
げ
た
伊
勢
の
神
宮
の
物
忌
に

触
れ
て
い
る
。
物
忌
の
中
で
最
も
高
い
地
位
に
あ
る
大
物
忌
に
つ
い
て
、

『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
と
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
を
根
拠
に
「
大
物
忌

は
正
殿
の
御
扉
開
閉
・
御
鑰
管
理
な
ど
成
人
男
性
の
禰
宜
に
も
ま
さ
る
奉

仕
特
権
を
有
し
て
い
た
」（
同
書
、
一
四
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、

そ
の
物
忌
が
童
女
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
同
じ
く
御
扉
開
閉
・
御
鑰
管
理

を
役
割
と
し
て
い
た
八
幡
宇
佐
宮
の
女
禰
宜
は
成
人
女
性
で
あ
っ
た
こ
と

を
『
八
幡
宇
佐
宮
大
神
宮
大
神
氏
系
図
』
と
『
宇
佐
八
幡
宮
行
事
例
定
文
』

を
根
拠
に
挙
げ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

宮
内
彩
子
氏
は
平
成
一
一
年
（
二
〇
〇
九
）
に
皇
學
館
大
学
の
卒
業
論

文
「
女
子
神
職
の
研
究
」
の
中
で
「
物
忌
と
い
う
形
の
女
性
神
人
が
多
い

中
で
少
し
特
殊
な
の
が
宇
佐
八
幡
宮
の
女
禰
宜
」（
同
論
文
、
九
頁
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
宮
内
氏
の
論
を
ま
と
め
る
と
、
辛
嶋
氏
と
大
神
氏
が
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世
襲
し
た
女
禰
宜
は
古
代
か
ら
中
世
に
活
躍
し
、
神
託
を
人
々
に
伝
え
る

役
目
を
し
て
い
た
。
そ
れ
が
彼
女
等
の
特
徴
と
も
言
え
る
。
そ
の
託
宣
は

国
政
を
も
左
右
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
特
徴
か
ら
、
奉
斎
氏

族
の
女
性
は
祝ほ

う
りと

し
て
仕
え
て
い
た
が
、
後
に
禰
宜
（
祝
よ
り
上
位
）
と

し
て
仕
え
る
よ
う
に
な
る
。
文
献
の
中
で
は
大
宮
司
・
宮
司
よ
り
上
に
記

載
さ
れ
、
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
で
は
御
禁
色
の
紫
色
の
御
輿
に
乗
っ
て

参
列
し
、
装
束
は
女
房
装
束
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宇
佐
の
女
禰

宜
は
神
官
の
中
で
も
上
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
託
宣
と
い
う

シ
ャ
ー
マ
ン
的
役
割
を
持
ち
、
今
の
神
職
の
職
掌
と
は
少
し
異
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
女
禰
宜
も
当
初
は
祝
と
し
て
祭
祀
を
行
っ
て
お
り
、
女
性

神
人
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
人
の
研
究
か
ら
、
大
ま
か
な
女
禰
宜
の
姿
が
窺
え
る
が
、
細
部

に
お
い
て
は
問
題
点
も
少
な
く
な
い
。
ま
ず
は
、
女
禰
宜
が
い
つ
の
頃
か

ら
の
役
職
な
の
か
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
。

国
政
を
左
右
す
る
ほ
ど
女
禰
宜
の
託
宣
が
朝
廷
か
ら
重
要
と
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
、
女
禰
宜
、
或
は
八
幡
神
の
託
宣
に
関
連
す
る
な
ん
ら
か
の
記

事
が
正
史
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
延
暦
一
六
年

（
七
九
七
）
に
菅
野
真
道
ら
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
『
続
日
本
紀
』、
孝
謙
天

皇
の
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
一
二
月
丁
亥
（
二
七
日
）
条
に
「
八
幡

大
神
禰
宜
尼
大
神
朝
臣
杜も

り

女め

」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
二
〇
六
頁
）、

孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
一
一
月
丁
亥
（
二
七
日
）
条
に

「
従
四
位
下
大
神
朝
臣
杜
女
」（
同
本
、
二
二
二
頁
）
と
あ
り
、
奈
良
時
代

中
期
は
大
神
杜
女
と
い
う
女
性
が
女
禰
宜
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
次
に
、
女
禰
宜
の
存
在
は
い
つ
ま
で
溯
る
の
だ
ろ
う
か
。
同
書
、
聖

武
天
皇
の
天
平
二
〇
年
（
七
四
八
）
八
月
乙
卯
（
一
七
日
）
条
に
「
八
幡

大
神
祝
部
従
八
位
上
大
神
宅
女
。
従
八
位
上
大
神
杜
女
並
授
二
外
従
五
位

下
一。」（
同
書
、
一
九
六
頁
）
と
あ
り
、
正
史
で
溯
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。

で
は
、
正
史
以
外
の
文
献
で
は
い
つ
ま
で
溯
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。『
八

幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』（
中
野
幡
能
校
注
、『
神
道
大
系

神
社
編
四
七

宇
佐
』
に
収
録
、
以
下
『
御
託
宣
集
』
と
い
う
）
と
い
う
宇
佐
神
宮
の
史

書
が
あ
る
。
こ
の
文
献
は
、
鎌
倉
時
代
終
わ
り
に
大
神
氏
出
身
の
法
師
神じ

ん

吽う
ん

に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
史
書
で
、
全
一
六
巻
か
ら
成
る
。『
御
託
宣
集
』

第
五
巻
の
「
自
二
渟
名
倉
太
珠
敷
天
皇
御
世
一。
辛
嶋
勝
乙
目
為
レ
祝
（
２
）。

爰

乙
目
之
妹
黒
比
売
。
采
女
并
御
戸
代
。（
略
）
辛
嶋
勝
意お

布ふ

売め

為
二
祢
宜
一。

右
人
等
自
二
大
宝
元
年
一
以
レ
前
而
奉
レ
仕
矣
。
次
辛
嶋
勝
波は

豆つ

米め

今
為
二
祢

宜
一。」（
神
道
大
系
本
、
六
八
頁
）
の
記
事
が
こ
の
文
献
に
お
け
る
女
禰

宜
の
初
見
で
あ
る
。

『辛
嶋
か
ら
し
ま

氏
系
図
』（
同
本
、
七
五
六
頁
〜
七
六
六
頁
）
に
よ
る
と
、
孝
徳

天
皇
大
化
四
年
（
六
四
九
）
に
酒
井
社
に
奉
仕
し
た
志
津
米
が
辛
嶋
氏
初

の
女
禰
宜
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
神
道
大
系
本
、
七
五
八
頁
）。
こ

れ
ら
の
記
事
を
信
用
す
る
な
ら
、
祝
職
は
六
世
紀
末
期
頃
か
ら
存
在
し
、

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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辛
嶋
氏
の
女
性
が
祝
か
ら
禰
宜
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
七
世

紀
の
志
津
米
以
降
で
あ
る
と
言
え
る
。

次
に
『
辛
嶋
氏
系
図
』
と
『
大
神
氏
系
図
』（
共
に
神
道
大
系
本
）
を

も
と
に
歴
代
の
女
禰
宜
の
一
覧
を
掲
げ
る
。『
辛
嶋
氏
系
図
』
の
記
事
に

は
﹇
辛
嶋
﹈
を
、『
大
神
氏
系
図
』
の
記
事
に
は
﹇
大
神
﹈
の
略
称
を
付

し
て
い
る
。
尚
、『
大
神
氏
系
図
』
に
記
載
が
無
い
が
、
大
神
杜
女
と
同

時
期
に
祝
職
に
大
神
宅
女
と
い
う
人
物
が
い
た
。
杜
女
に
つ
い
て
は
『
続

日
本
紀
』
の
聖
武
天
皇
の
天
平
二
〇
年
八
月
乙
卯

（
一
七
日
）

の
条
に
「
八
幡
大
神

祝
部
従
八
位
上
大
神
宅
女
。
従
八
位
上
大
神
杜
女
並
授
二
外
従
五
位
下
一。」

と
あ
る
。

歴
代
の
女
禰
宜
一
覧
（
辛
嶋
＝
辛
嶋
氏
系
図

大
神
＝
大
神
氏
系
図

）

歴
代
の
女
禰
宜

歴
代
の
女
禰
宜
に
つ
い
て
の
記
事

辛
嶋
勝
乙
目

敏
達
天
皇
御
宇
、
為
二
祝
職
一
奉
二
仕
尊
神
一
﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
黒
比
目

郡
瀬
社
禰
宜
﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
勝
古
津
米

推
古
天
皇
御
代
五
年
、
為
二
祝
職
一
奉
二
仕
尊
神
一、﹇
辛
嶋
﹈

酒
井
勝
志
津
米

孝
徳
天
皇
大
化
四
年
、
為
二
禰
宜
一
奉
二
仕
尊
神
一、﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
勝
茂
津
米

白
鳳
三
年
、
為
二
禰
宜
一
奉
二
仕
尊
神
一、﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
勝
意
布
米

元
明
天
皇
御
宇
、
為
二
禰
宜
一
奉
二
尊
神
一
・
和
銅
二
年
九
月

五
日
、
正
六
位
下
ニ
任
官
、﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
勝
波
豆
米

天
智
天
皇
御
宇
、
為
二
禰
宜
一
奉
二
仕
尊
神
一、・
霊
亀
九（
元
）年

八

月
二
十
二
日
、
正
六
位
下
ニ
任
官
、﹇
辛
嶋
﹈

大
神
杜
女

従
四
位
下
・
孝
謙
天
皇
天
平
宝
字
（
勝
宝
）

元
年
己
丑
十
二
月
戊
寅
、

東
大
寺
御
供
養
之
時
、
為
二
神
躰
入
京
一
其
輿
紫
色
、
同
時

授
二
従
四
位
下
﹇
大
神
﹈

辛
嶋
勝
久
須
賣

勝
宝
二
年
三
月
十
三
日
、
正
六
位
下
、﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
勝
志
奈
布
米

任
二
禰
宜
一、
宝
字
三
年
八
月
二
十
一
日
、
正
六
位
下
、﹇
辛

嶋
﹈

辛
嶋
勝
與
曾
米

為
二
禰
宜
一、
神
護
元
年
九
月
、
正
六
位
下
、﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
勝
阿
古
女

禰
宜
、
宝
亀
三
年
九
月
五
日
、
正
六
位
下
、﹇
辛
嶋
﹈

辛
嶋
勝
豊
比
賣

同
奉
仕
﹇
辛
嶋
﹈

大
神
多
富
良
女

宇
佐
女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
豊
子

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
犬
子

女
禰
宜
、
清
和
天
皇
天
長
甲
辰
﹇
大
神
﹈

大
神
成
子

寛
和
二
年
四
月
十
一
日
官
符
、
女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
喜
多
良
女

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
清
子

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
定
子

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
永
子

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
好
子

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
光
子

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

大
神
直
子

女
禰
宜
、
寛
治
二
年
十
月
一
日
官
符
、﹇
大
神
﹈

大
神
忠
子

女
禰
宜
、
若
宮
社
司
、
勤
二
仕
神
事
一
廿
五
年
、﹇
大
神
﹈

大
神
安
子

女
禰
宜
﹇
大
神
﹈

女

参
女
禰
宜
、
御
占
七
歳
﹇
大
神
﹈
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女
禰
宜
の
活
動
が
い
つ
迄
確
認
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
正
史
の
中
で
は

大
神
杜
女
以
後
、
そ
の
活
動
が
確
認
出
来
な
い
。『
御
託
宣
集
』
の
中
で

は
、
第
一
〇
巻
の
「
光
仁
天
皇
十
年
。
宝
亀
十
年
己
未
（
中
略
）
大
宰
府

解
云
。
大
御
神
託
二
祢
宜
与よ

曽そ

売め
一
宣
。」（
同
書
、
一
四
三
頁
）
の
記
事

か
ら
、
宝
亀
一
〇
年
（
七
七
九
）
ま
で
女
禰
宜
の
活
動
が
確
認
出
来
る
。

世
襲
の
家
で
あ
る
辛
嶋
氏
と
大
神
氏
の
系
図
で
は
、
い
つ
ま
で
確
認
出

来
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
辛
嶋
氏
系
図
』
で
は
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）

九
月
に
阿
古

あ

こ

米め

が
任
じ
ら
れ
て
以
来
、
女
禰
宜
の
記
録
は
見
ら
れ
な
い
。

系
図
に
よ
れ
ば
阿
古
米
の
妹
と
な
っ
て
い
る
豊
比
売
も
女
禰
宜
と
し
て
奉

仕
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
何
年
に
任
じ
ら
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。『
神

道
大
系

神
社
編
四
七

宇
佐
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
『
大
神
氏
系
図
』

で
は
、
最
後
に
大
神
氏
か
ら
出
た
女
禰
宜
は
「
女

参
女
禰
宜

御
占

七
歳
」（
神
道
大
系
本
、
七
四
九
頁
）
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
た
め
正
確
な

年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
彼
女
の
五
代
前
の
重
利

し
げ
と
し

の
妹
が
寛
治
二
年

（
一
〇
八
八
）
に
女
禰
宜
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
、
大
体
二
〇
歳
前

後
で
結
婚
し
て
子
供
が
生
ま
れ
た
と
す
る
と
、
重
利
か
ら
「
女
」
ま
で
大

体
百
年
近
く
経
っ
て
お
り
、「
女
」
は
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期

の
人
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
女
禰
宜
が
系
図

上
に
名
前
で
な
く
「
女
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
女
」
の

親
戚
の
忠
子
ま
で
は
女
禰
宜
に
就
任
し
た
女
性
は
皆
名
前
で
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、「
女
」
は
禰
宜
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
名
前
で
記
載
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
古
代
の
女
性
は
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
系

図
上
に
名
前
が
残
さ
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
女
禰
宜
の
名
前

が
系
図
に
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
八
幡
宇
佐
宮
の
中
で
も
氏
族

の
中
で
も
、
そ
れ
だ
け
女
禰
宜
が
重
要
な
立
場
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ず
っ
と
名
前
が
残
さ
れ
て
き
た
女
禰
宜
が
単
に
「
女
」
と
の
み
記

載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
は
ち
、
女
禰
宜
が
八
幡
宇
佐
宮
の
中
で

も
氏
族
の
中
で
も
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

も
、
こ
の
後
も
大
神
氏
の
女
性
は
皆
「
女
」
と
し
か
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、

大
神
氏
か
ら
女
禰
宜
が
出
た
こ
と
は
系
図
上
で
確
認
出
来
な
く
な
っ
て

い
る
。

で
は
、
八
幡
宇
佐
宮
の
関
係
文
書
に
何
か
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
の
だ

ろ
う
か
。『
大
分
縣
史
料
（
三
〇
）
第
一
部

補
遺
（
二
）
宇
佐
八
幡
宮

関
係
文
書
』
の
中
に
『
到
い
と
う

津づ

文
書
』
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
書
に

女
禰
宜
に
関
す
る
最
も
新
し
い
記
事
が
あ
っ
た
。『
到
津
文
書
』
と
は
、

大
神
氏
の
一
流
で
あ
る
到
津
氏
に
伝
来
し
た
宇
佐
神
宮
に
関
係
の
あ
る
文

書
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
到
津
氏
と
は
、
宇
佐
公き

み

世よ

の
三
男
公き
み

連つ
ら

が
鎌

倉
時
代
後
期
に
豊
前
国
到
津
庄
の
地
頭
と
し
て
到
津
氏
を
称
し
た
こ
と
に

始
ま
る
家
で
あ
る
。
こ
の
『
到
津
文
書
』
の
「
女
禰
宜
装
束
着
宮
事
」
に

「
一

女
祢
宜
装
束
三
具
着
宮
在
レ
之
、
唐
衣
三
紫
織
物

唐
裳
三
摺

袴
三

紅

扇
三
本

女
官
事
、
任
二
先
例
一
可
レ
備
レ
之
旨
被
二
仰
出
一
了
、」（『
大

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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分
縣
史
料
（
三
〇
）』
第
一
部

補
遺
（
二
）
宇
佐
八
幡
宮
関
係
文
書
、

七
六
頁
）
と
あ
る
。
前
後
の
記
事
が
応
永
三
三
年
（
一
四
二
六
）
の
記
事

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
記
事
も
同
年
の
記
事
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

応
永
二
七
年
の
放
生
会
の
記
事
に
は
「
奉
レ
開
二
御
殿
一
天
御
験
ヲ
奉
レ
出
テ

上
古
女
官
也
、
今
太
宮
司
所
役
也
、」（
同
書
、
六
五
頁
）「
一

陣
烈
次

第

先
御
装
束
、（
中
略
）
次
祠
官
、
次
三
所
御
輿
、
次
上
古
ハ
女
官
」（
同

書
、
同
頁
）
と
あ
り
、
元
々
は
女
禰
宜
が
奉
仕
し
た
所
役
を
大
宮
司
が
代

わ
っ
て
い
た
り
、
女
禰
宜
が
陣
列
か
ら
抜
け
て
い
た
り
す
る
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
頃
の
成
立
と
言
わ
れ
て
い
る
『
宇
佐
宮
寺
年
中
行
事

一
具
勤
行
次
第
』（
神
道
大
系
本
）
と
い
う
文
献
が
あ
り
、
こ
れ
を
見
る

と
行
事
の
内
容
、
神
官
、
社
僧
の
役
割
、
服
制
等
が
分
か
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
か
ら
は
「
女
禰
宜
」
の
文
字
は
完
全
に
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

宮
内
氏
に
よ
る
と
、
女
禰
宜
の
活
躍
し
た
時
代
は
中
世
ま
で
の
よ
う
で
あ

る
が
、
女
禰
宜
が
祭
祀
に
関
わ
ら
な
く
な
っ
た
の
か
、
女
禰
宜
自
体
が
無

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
記
事
は
女
禰
宜
の

衰
退
を
示
し
て
い
る
。
高
取
正
男
氏
は
『
神
道
の
成
立
』（
平
凡
社
、
昭

和
五
四
年
一
月
）
で
、
神
託
の
正
否
を
卜
定
す
る
制
が
律
令
に
規
定
さ
れ
、

そ
の
励
行
が
、
神
霊
が
女
性
に
憑
依
し
て
託
宣
を
発
す
る
女
性
司
祭
の
風

習
と
信
仰
を
後
退
さ
せ
る
事
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
論
じ
て
お
ら

れ
る
（
同
書
、
二
六
六
頁
）。

『今
永
文
書
（
３
）』

に
「
祢
宜

祢
宜
大
夫

北
崎
織
部

同
多
治
馬

権

祢
宜
大
夫

旧
谷
藤
大
夫
」（『
大
分
縣
史
料
（
三
〇
）
第
一
部

補
遺

（
二
）
宇
佐
八
幡
宮
関
係
文
書
』、
二
八
八
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、

女
禰
宜
は
、
後
に
禰
宜
大
夫
と
権
禰
宜
大
夫
に
分
か
れ
、
男
性
が
就
任
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

第
二
節

女
禰
宜
の
職
掌

宮
地
直
一
氏
は
『
八
幡
宮
の
研
究
』（
理
想
社
、
昭
和
三
一
年
一
二
月
）

の
中
で
原
始
神
道
で
は
巫
覡
が
お
り
、「
巫
は
婦
人
の
神
子
で
あ
る
」「
神

子
は
人
間
界
に
お
い
て
神
を
具
体
的
に
表
現
す
る
者
」
で
あ
っ
て
「
神
子

が
神
の
声
を
聞
き
、
人
々
に
伝
達
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
界
が
支
配
さ

れ
て
い
た
」（
同
書
、
八
頁
）。
す
な
は
ち
、「
神
子
は
現
実
界
と
精
神
界

の
最
高
権
威
者
」（
同
書
、
九
頁
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
母
権
尊
重
の

時
代
か
ら
父
権
尊
重
の
時
代
に
な
る
と
、「
神
子
は
神
で
は
な
く
、
神
に

仕
え
る
者
と
す
る
よ
う
に
」（
同
書
、
同
頁
）
な
っ
て
い
っ
た
、
と
述
べ

て
お
ら
れ
る
。

神
の
声
を
聞
き
人
々
に
伝
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
界
が
支
配
さ
れ

て
い
た
と
は
、
つ
ま
り
託
宣
を
行
う
こ
と
で
神
子
が
そ
の
集
落
を
統
治
し

て
い
た
と
言
え
よ
う
。
中
野
氏
は
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文

館
、
昭
和
四
二
年
三
月
）
の
中
で
、
宇
佐
に
お
い
て
神
子
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
の
は
女
禰
宜
で
あ
っ
た
の
で
、
祝
・
禰
宜
・
主
神
司
（
４
）が

独
自
の
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機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
禰
宜
が
重
要
な
役
割
を

も
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
二
九
八
頁
）。

中
野
氏
は
、『
八
幡
信
仰
』（
塙
書
房
、
平
成
二
二
年
六
月
）
に
お
い
て

「
豊
国
奇
巫

と
よ
の
く
に
の
く
し
き
か
ん
な
ぎ

は
仏
教
公
伝
と
い
わ
れ
る
五
五
二
年
か
ら
五
八
七
年
の
間

に
、
巫
覡
、
シ
ャ
マ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
い
つ
か
法
師
と
し
て
仏
僧
化
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
中
略
）
時
代
は
下

る
が
奈
良
時
代
の
八
幡
宮
の
祢
宜
は
、
同
時
に
尼
僧
で
あ
っ
た
こ
と
に
思

い
至
る
。」（
同
書
、
七
六
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
続
日
本
紀
』
に

見
ら
れ
る
「
禰
宜
尼
」、「
尼
社
女
」
と
い
う
記
事
か
ら
も
、
中
野
氏
の
『
八

幡
信
仰
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
二
年
三
月
）
に
お
い
て
の
、

大
神
杜
女
が
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
に
向
か
う
姿
を
描
い
た
絵
巻
物
が
奈

良
手
向
山
八
幡
宮
に
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
絵
巻
物
の
杜
女
は
尼
僧
の
姿

で
あ
る
と
い
う
指
摘
（
同
書
、
一
一
三
頁
）
か
ら
も
、
奈
良
時
代
の
女
禰

宜
は
禰
宜
職
と
尼
を
兼
ね
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
但

し
、「
禰
宜
尼
」「
尼
社
女
」
と
い
う
よ
う
な
女
禰
宜
が
尼
を
兼
ね
て
い
た

と
思
わ
せ
る
記
事
は
杜
女
以
外
に
な
い
（
５
）。

女
禰
宜
が
尼
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
神
の
声
を
聞
き
、
そ
の
声
に
基

づ
い
て
祭
祀
・
政
治
を
行
う
日
本
で
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
渡
来
人
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
仏
教
が
融
合
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、

女
禰
宜
の
職
掌
と
し
て
、
神
降
ろ
し
・
託
宣
・
呪
術
等
が
考
え
ら
れ
る
。

女
禰
宜
が
託
宣
を
主
な
職
掌
と
し
、
且
つ
そ
の
託
宣
が
如
何
に
重
視
さ
れ

て
い
た
か
は
、
中
野
氏
等
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
託
宣

以
外
に
ど
の
よ
う
な
職
掌
で
奉
仕
し
て
い
た
の
か
を
探
っ
て
ゆ
く
。

女
禰
宜
の
職
掌
が
分
か
る
文
献
に
宇
佐
宮
の
大
宮
司
到
津
公
弘
が
著
し

た
『
斎
会
式
』
が
あ
る
。『
斎
会
式
』
は
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
に

編
ま
れ
、
古
く
か
ら
宇
佐
宮
で
斎
行
さ
れ
て
き
た
祭
祀
と
所
役
が
記
録
さ

れ
て
い
る
文
献
で
あ
る
。
そ
の
書
物
に
記
録
さ
れ
て
い
る
女
禰
宜
の
奉
仕

の
様
子
を
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

（
イ
）「
女
禰
宜
忌
子
並
大
宮
司
已
下
祠
官
、
参
二
于
殿
一
別
奉
レ
備
レ
進
二
白

散
一
」（
神
道
大
系
本
、
六
七
二
頁
）

（
ロ
）「
御
粥
者
、
自
三
御お

炊い

殿ど
の

入
桶
二
御
炊
殿
一
加
レ
用
レ
持
レ
之
（
中
略
）

少
宮
司
、
神
主
、
御
杖
人
為
二
手
長
一
奉
二
三
所
案
上
一
祝
再
拝
、（
中

略
）
次
女
官
奉
二
御
粥
一
」（
同
本
、
六
八
〇
頁
）

（
ハ
）「
八
乙
女
八
人

五
方
役
、
女
禰
宜

大
宮
司

権
大
宮
司

各

二
人

擬
大
宮
司

権
擬
大
宮
司

各
一
人
」（
同
本
、
六
八
六
〜

六
八
七
頁
）

（
ニ
）「
自
二
女
官
之
手
一
奉
レ
迎
二
御
験
一、
奉
レ
安
二
外
殿
椅
子
御
座
一、」（
同

本
、
六
八
八
頁
）

（
ホ
）「
女
官
等
参
二
于
内
殿
一
奉
レ
入
二
御
験
一、
差
二
御
戸
一
加
レ
封
」（
同
本
、

六
八
九
頁
）

（
ヘ
）「
女
官
並
大
宮
司
已
下
祠
官
参
二
御
炊
殿
一
奉
レ
備
二
御
酒
肴
一、」（
同

本
、
七
〇
五
頁
）

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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（
ト
）「
自
二
女
官
之
手
一
奉
レ
迎
二
御
験
一
奉
レ
乗
二
御
輿
一
」（
同
本
、
七
〇
六

頁
）

（
チ
）「
次
各
着
座
次
第

女
禰
宜
、
忌
子
、
頓
宮
廣
庇
大
宮
司
已
下
祠
官
、

同
庭
上
西
向
南
上
」（
同
本
、
七
〇
七
頁
）

（
リ
）「
若
宮
神
馬
二
疋
女
禰
宜
、
雑
色
付
于
口
」（
同
本
、
七
〇
七
頁
）

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
れ
ば
御
神
体
の
移
動
や
神
殿
の
御
扉
開
扉
・
神
饌

献
徹
と
い
っ
た
神
様
に
極
め
て
近
い
所
に
奉
仕
し
た
よ
う
で
あ
る
。（
ハ
）

の
史
料
に
見
え
る
「
八
乙
女
」
と
は
、
舞
に
奉
仕
す
る
者
を
指
す
。

東
大
寺
大
仏
供
養
に
際
し
て
は
、
神
体
を
奉
じ
て
紫
の
御
輿
に
乗
っ
て

参
列
し
て
い
る
。『
八
幡
御
託
宣
集
』
に
は
孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
元
年

（
七
四
九
）
一
二
月
丁
亥
の
条
に
「
大
神
朝
臣
社
女
拝
二
東
大
寺
一
」（
神

道
大
系
本
、
五
五
四
頁
）
と
あ
り
、
大
神
社
女
が
京
へ
上
り
、
東
大
寺
を

拝
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。『
類
聚
国
史
』
の
孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝

元
年
（
七
四
九
）
一
二
月
丁
亥
の
条
で
は
、「
八
幡
大
神
託
宣
向
レ
京
」（
新

訂
増
補
国
史
大
系
本
、
六
三
頁
）
と
あ
り
、
八
幡
神
が
京
に
向
か
っ
た
と

あ
る
。
御
神
体
を
奉
じ
る
こ
と
無
く
、
女
だ
け
が
紫
の
御
輿
に
乗
っ
て
参

列
し
て
い
た
な
ら
ば
、
社
女
が
自
身
に
八
幡
神
を
降
ろ
し
、
神
と
同
等
に

扱
わ
れ
た
と
言
え
よ
う
が
、
神
体
を
奉
じ
て
い
る
の
で
、
大
神
社
女
自
身

が
神
と
同
等
に
扱
わ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
も
、
御
杖
代
と
し
て
の
女
禰
宜

の
姿
が
見
ら
れ
る
。
御
杖
代
と
し
て
奉
仕
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
時
だ
け

で
は
な
い
。『
御
託
宣
集
』
に
よ
れ
ば
、
養
老
四
年
（
七
一
九
）
の
「
大

隈
日
向
両
国
乱
逆
」
の
時
、
隼
人
征
討
に
辛
嶋
勝
波
豆
米
が
「
大
御
神
之

御
杖
」
に
な
っ
て
両
国
に
「
行
幸
」
し
て
い
る
（
神
道
大
系
本
、
七
三
頁
）。

他
に
は
尼
な
の
で
読
経
を
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
が
、
比
叡
山
の
僧
の
よ
う
に
女
禰
宜
が
何
か
に
行
事
に
際
し
て
公
の
場

で
お
経
を
上
げ
た
と
い
う
内
容
の
史
料
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
続
日

本
紀
』
の
孝
謙
天
皇
、
天
平
勝
宝
六
年
一
一
月
甲
申
（
二
四
日
）
条
に
「
薬

師
寺
僧
行
信
。
与
二
八
幡
神
宮
主
神
大
神
多
麿
等
一。
同
レ
意
厭
魅
。」（
新

訂
増
補
国
史
大
系
本
、
二
二
二
頁
）
と
あ
り
、
祈
祷
や
呪
術
と
い
っ
た
こ

と
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
時
の
厭
魅
は
、
薬
師
寺
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
仏
教
系
の
手
法
を
以
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
る

と
、
や
は
り
女
禰
宜
は
仏
教
的
な
知
識
や
技
術
も
持
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

第
三
節

位
階
か
ら
分
か
る
身
分

女
禰
宜
は
ど
れ
程
の
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
続
日
本

紀
』･『
大
神
氏
系
図
』･『
辛
嶋
氏
系
図
』･『
日
本
紀
略
』
を
基
に
ま
と
め
た
。

こ
こ
で
、
ま
ず
大
宝
令
・
養
老
令
に
お
け
る
位
階
に
つ
い
て
述
べ
て
お

く
。
こ
の
二
つ
の
令
に
規
程
さ
れ
る
位
階
に
は
、
親
王
が
賜
る
品
位
と
、

正
位
と
従
位
に
二
別
さ
れ
る
内
位
・
外
正
位
・
外
従
位
に
二
別
さ
れ
る
外

位
が
あ
っ
た
。
内
位
と
は
、
中
央
の
貴
族
や
官
人
が
与
え
ら
れ
る
位
で
、
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特
に
こ
の
内
の
正
一
位
か
ら
従
五
位
下
ま
で
は
天
皇
か
ら
貴
族
に
直
接
授

け
ら
れ
た
位
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
外
位
は
、
地
方
の
豪
族
に
与
え

ら
れ
る
位
で
あ
っ
た
。

女
禰
宜
は
、
記
録
が
見
ら
れ
る
限
り
で
は
律
令
に
規
程
さ
れ
る
内
位
を

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
央
の
官
人
と
み
な
さ
れ
、
貴
族
同
等
の

位
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
八
幡
宇
佐
宮
の
中
で
は
、
大
神

社
女
が
従
四
位
下
の
時
に
主
神

か
む
つ
か
さ

大
神
朝
臣
多
麻
呂
は
外
従
五
位
下
と
女

禰
宜
は
主
神
よ
り
も
高
い
位
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
中
野
氏
が
『
八
幡
信

仰
』（
塙
書
房
、
平
成
二
二
年
六
月
）
の
中
で
禰
宜
は
「
最
高
の
位
」（
同

書
、
六
九
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
八
幡
宇
佐

宮
の
中
で
最
高
の
地
位
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
よ
っ
て
、『
斎
会
式
』
に

「
女
禰
宜
忌
子
並
大
宮
司
已
下
祠
官
」（
神
道
大
系
本
、
六
七
二
頁
）、「
女

禰
宜

大
宮
司

権
大
宮
司
」（
同
書
、
六
八
九
頁
）
と
女
禰
宜
の
職
名

が
宮
司
の
上
に
書
か
れ
る
こ
と
も
、
祭
典
に
お
い
て
「
女
禰
宜
之
酌
者
、

神
主
執
レ
之
」（
同
書
、
六
七
二
頁
）、
着
座
次
第
で
「
先
女
官
、
次
大
宮
司
、

次
権
大
宮
司
已
下
次
官
」（
同
書
、
六
九
〇
頁
）、「
女
禰
宜
、
忌
子
、
頓

宮
廣
庇

大
宮
司
已
下
祠
官
、
同
庭
上
」（
同
書
、
七
〇
七
頁
）
と
さ
れ

る
の
も
理
解
出
来
る
。
で
は
、
辛
嶋
氏
と
大
神
氏
の
間
で
位
階
に
違
い
は

無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
辛
嶋
氏
の
女
禰
宜
は
代
々
、
正
六
位
を
与
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
神
氏
の
女
禰
宜
で
記
録
が
見
ら
れ
る
女
性
の

う
ち
宅
女
と
社
女
は
従
八
位
上
を
与
え
ら
れ
た
後
に
外
従
五
位
下
を
従
四

位
下
を
賜
っ
て
お
り
、
社
女
は
そ
の
後
に
従
四
位
下
を
与
え
ら
れ
て
い

る
。
同
じ
女
禰
宜
で
も
、
辛
嶋
氏
と
大
神
氏
で
与
え
ら
れ
る
位
階
は
違

い
、
大
神
氏
の
方
が
位
は
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
章

八
幡
宇
佐
宮
に
奉
仕
し
た
辛
嶋
氏

第
一
節

渡
来
人
の
辛
嶋
氏

辛
嶋
氏
は
カ
ラ
シ
マ
氏
と
呼
ば
れ
て
い
る
。『
延
喜
式
』
巻
第
十
で
は

豊
前
国
田
川
郡
に
鎮
座
さ
れ
る
辛
国
息
長
大
姫
大
目
神
社
の
「
辛
」
の
字

に
カ
ラ
と
訓
を
ふ
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
辛
嶋
氏
系
図
』
に
「
韓
国
令
レ
知

給
、
故
於
韓
嶋
之
号
起
也
、
後
以
成
二
辛
嶋
一
」（
神
道
大
系
本
、
七
五
七

頁
）
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
韓
国
と
い
う
国
号
か
ら
「
韓
嶋
」
と
い
う
号

が
起
こ
り
、
韓
嶋
が
後
に
「
辛
嶋
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

韓
国
と
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
一
七
、
継
體
天
皇
二
四
年
九
月
条
に

「
娶
二
蕃
女
一
所
レ
生
。
為
二
韓
子
一
也
。」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
三
一

頁
）
と
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
韓
」
は
蕃
と
な
り
ぐ
に、
つ
ま
り
朝
鮮
半
島
の
国

を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。『
御
託
宣
集
』
に
よ
る
と
当
時
の
朝
鮮

半
島
に
あ
っ
た
「
新
羅
・
百
済
・
高
麗
」
の
三
国
を
指
し
て
「
三
韓
」
と

総
称
し
て
い
た
（
神
道
大
系
本
、
一
九
頁
）。
つ
ま
り
、
三
韓
を
「
韓
国
」

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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と
呼
ん
で
い
て
、
後
に
三
韓
が
あ
る
島
と
い
う
こ
と
で
朝
鮮
半
島
は
「
韓

嶋
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
「
韓
嶋
」
は
「
辛
嶋
」
と
表
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
古
代
に
お
い
て
韓
国
は
カ
ラ
ノ
ク
ニ

と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
韓
嶋
と
辛
嶋
は
カ
ラ
シ
マ
と
訓
ん
で
良
い

と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
韓
国
が
あ
る
島
」
の
意
味
の
姓
を
持
つ
こ
と
と
、『
宮
寺
録
事

抄
』
延
暦
年
中
御
託
宣
の
条
の
「
唐
辛
島
勝
波
豆
馬
」（『
神
道
大
系

神

社
編
七

石
清
水
』、
二
〇
五
頁
）
い
う
記
事
か
ら
韓
国
か
ら
渡
来
し
て

き
た
氏
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
辛
嶋
氏
系
図
』
に
よ
る
と
辛
嶋
氏

は
勝
姓
を
持
っ
て
い
る
。
勝
姓
に
つ
い
て
は
、
加
藤
謙
吉
氏
の
『
秦
氏
と

そ
の
民
―
渡
来
氏
族
の
実
像
―
』
(白
水
社
、
平
成
一
二
年
六
月
)に
よ

る
と
「
勝
」
は
ス
ク
リ
（
ス
グ
リ
（
６
））

と
訓
ま
れ
る
が
、
正
訓
は
マ
サ
で
あ

り
、「
勝
」
は
村
の
長
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
姓
で
あ
り
、
秦
人
集
団
を

率
い
た
氏
族
の
よ
う
で
あ
る
（
同
書
、
四
三
頁
）。
神
道
大
系
の
『
新
撰

姓
氏
録
』
に
も
「
勝
」
は
マ
サ
と
訓
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、『
新
撰
姓
氏
録
』

の
「
左
京
諸
蕃
上

百
済
」
を
見
る
と
カ
チ
と
訓
付
け
ら
れ
て
お
り
、
正

訓
が
必
ず
し
も
マ
サ
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、

「
勝
」
は
「
須
具
利
」
と
も
訓
付
け
ら
れ
、
一
郷
の
長
で
あ
る
こ
と
を
示

す
姓
で
あ
る
と
す
る
点
で
は
田
中
氏
と
加
藤
氏
の
論
は
一
致
し
て
い
る
。

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
纂
の
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
二
』（
八

木
書
店
、
平
成
二
年
一
月
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
正
倉
院
文
書
三
八
巻
か

ら
四
〇
巻
を
見
る
と
、
秦
氏
と
勝
姓
は
、「
豊
前
国
仲
津
郡
丁ち
ょ
う

里の
さ
と

大
宝
二

年
籍
」
で
は
、
四
八
〇
名
中
、
勝
姓
が
一
六
七
名
・
秦
部
が
二
三
九
名
（
同

書
、
二
四
八
〜
二
五
七
頁
）、「
豊
前
国
上
三
毛
郡
塔と
う
の

里さ
と

大
宝
二
年
籍
」
で

は
、
一
二
九
名
中
、
勝
姓
が
五
名
・
秦
部
が
六
三
名
（
同
書
、
二
六
二
〜

二
六
八
頁
）、「
豊
前
国
上
三
毛
郡
加か

自じ

久く

也や
の

里さ
と

大
宝
二
年
籍
」
で
は
七
四

名
中
、
勝
姓
が
二
八
名
・
秦
部
二
六
名
（
同
書
、
二
六
八
〜
二
七
一
頁
）

と
大
宝
二
年
の
豊
国
仲
津
郡
丁
里
（
福
岡
県
行
橋
市
）・
塔
里
（
今
の
大

分
県
宇
佐
市
下
矢
部
）・
上
三
毛
郡
加
自
久
也
里
の
戸
籍
に
多
く
見
ら
れ

る
。『
隋
書
』
倭
国
伝
に
「
竹ち

く

斯し

国
又
東
至
二
秦
王
国
一
」（
清
乾
隆
武
英

殿
刊
行
景
印
『
二
十
五
史

一
八

隋
書
』、
藝
文
印
書
館
、
九
一
二
頁
）

と
あ
る
。
逵
日
出
男
氏
は
、『
八
幡
神
と
神
仏
習
合
』（
講
談
社
現
代
新
書
、

平
成
一
九
年
八
月
）
の
中
で
、「
七
世
紀
初
期
の
段
階
で
多
く
の
渡
来
人

が
豊
前
地
域
に
住
み
、
彼
等
は
秦
氏
お
よ
び
秦
系
諸
氏
族
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
「
秦
王
国
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
」（
同
書
、
七
三
頁
）

と
述
べ
ら
れ
、
辛
嶋
氏
を
秦
氏
と
結
び
付
け
、
辛
嶋
氏
も
秦
系
諸
族
で
あ

る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

中
野
氏
の
『
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
〇
年
二

月
）
に
よ
る
と
、
朝
廷
の
信
用
を
得
て
勢
力
を
拡
大
し
た
豊
国
の
秦
氏
の

一
派
が
宇
佐
で
成
長
し
た
の
が
辛
嶋
氏
の
よ
う
で
あ
る
（
同
書
、
二
三
〇

頁
）。『
新
撰
姓
氏
録
』
に
「
左
京
諸
蕃
上
起

は
じ
ま
り

二
秦
公
宿
祢
一
盡お

わ
る

二
筑
紫
史
卅
五
氏
一

」

（
神
道
大
系
本
、
六
四
五
頁
）
と
あ
る
が
、
辛
嶋
氏
は
そ
の
中
の
一
氏
で
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あ
ろ
う
。
ま
た
、
大
秦
公
宿
祢
の
尻
付
に
、「
応
神
天
皇
十
四
年
来
レ
率
二

廾
七
孫ひ
こ

百
姓
一
帰
化
（
中
略
）
仁
徳
天
皇
御
世
以
二
百
廾
七
縣
一
秦
氏
分
二

置
諸
郡
一
」（
同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
の
で
、
秦
氏
が
帰
化
し
た
の
は
応

神
天
皇
一
四
年
で
あ
り
、
宇
佐
に
辛
嶋
氏
が
出
現
し
た
の
は
仁
徳
天
皇
の

頃
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
帰
化
し
た
理
由
は
、『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
、

応
神
天
皇
一
四
年
条
の
「
然
因
新
羅
人
之
拒ふ
せ
ぎ

。
皆
留
二
加
羅
国
一。
爰
遣
二

葛
城
襲
津
彦
一。
而
召
二
弓
月
之
人
夫
於
加
羅
一。
然
経
二
三
年
一
而
襲
津
彦

不
レ
来
焉
。」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
二
七
六
頁
）
と
い
う
記
事
や
応

神
天
皇
一
六
年
八
月
条
の
「
襲
津
彦
久
之
不
レ
還
。
必
由
二
新
羅
人
拒
而

滞
阿

之
。」（
同
書
、
二
七
七
頁
）
と
い
う
記
事
、
ま
た
、
四
世
紀
初
頭
に

は
高
句
麗
に
よ
っ
て
楽
浪
郡
・
帯
方
郡
が
滅
ぼ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺

え
る
よ
う
に
、
二
世
紀
頃
か
ら
四
世
紀
頃
の
朝
鮮
半
島
は
不
安
定
な
状
況

に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
伴
う
戦
禍
を
逃
れ
て
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
倭
名
類
聚
抄
』（
正
宗
敦
夫
氏
編
纂
）
巻
九
に
「
田
河
郡

香
春

か
わ
ら

（
略
）

築
城
つ

き

郡

綾
幡
（
略
）
宇
佐
郡

辛
島
」（
風
間
書
房
、
一
四
頁
表
〜

一
五
頁
表
）
と
郷
名
が
あ
る
。
香
春
郷
は
、
今
の
福
岡
県
田
川
郡
香
春
町

で
あ
る
。『
豊
前
国
風
土
記
』
の
逸
文
に
「
昔
者
、
新
羅
国
神
、
自
度
到
来
、

住
二
此
河
原
一。
便
即
、
名
曰
二
鹿
春
神
一。」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
、

五
四
八
〜
五
四
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
宇
佐
宮
に
ご
神
鏡
を
奉
納
し
て
い

る
香
春
神
社
が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
綾
幡
郷
は
、
今
の
福
岡
県
築
上
郡
築

上
町
で
あ
り
、
矢
幡
八
幡
宮
（
金
富
神
社
）
が
鎮
座
さ
れ
て
い
る
。
辛
島

郷
は
駅や
っ

館
川
か
ん
が
わ

左
岸
に
あ
る
今
の
大
分
県
宇
佐
市
辛
島
地
区
で
、『
宇
佐
大

神
宮
縁
起
』
に
「
豊
前
国
宇
佐
郡
内
大
河
流
今
号
宇
佐
河
西
岸
有
二
勝
地
一
」

（
重
松
明
久
校
注
、
現
代
思
潮
社
、
五
五
七
頁
）
と
あ
る
通
り
、
辛
嶋
氏

が
住
ん
で
い
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
二
』

（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
纂
、
八
木
書
店
、
平
成
二
年
一
月
）
の
大
宝

二
年
（
七
〇
二
）
の
丁
里
と
塔
里
の
戸
籍
を
見
る
と
、
丁
里
に
は
丁
勝
、

塔
里
に
は
塔
勝
が
い
る
。
こ
の
姓
は
、
丁
里
に
住
む
勝
部
、
塔
里
に
住
む

勝
部
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
辛
嶋

勝
は
、
辛
嶋
郷
に
住
む
勝
部
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
郷
名
は
八

幡
神
や
渡
来
し
て
き
た
人
々
に
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
地
名
で
あ
る
。

『
御
託
宣
集
』
第
三
巻
の
日
本
国
御
遊
化
部
に
八
幡
神
が
大
和
よ
り
九
州

に
航
路
で
渡
っ
て
来
て
宇
佐
に
入
る
ま
で
の
巡
路
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
記
事
に
よ
る
と
八
幡
神
は
、
豊
後
国
の
安
岐
林
（
大
分
県
国く

に

東さ
き

市
）
か

ら
高
知
保
（
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
）
に
下
り
、
野
郷
（
豊
後
国
玖
珠
郡
）
に

入
っ
て
、
北
郷
（
福
岡
県
田
川
郡
）、
紫
野
（
福
岡
県
北
九
州
市
北
小
倉

区
・
南
小
倉
区
・
門
司
区
）、
田
布
江
（
大
分
県
豊
後
高
田
市
）
の
巡
路

で
宇
佐
に
入
っ
て
い
る
（
神
道
大
系
本
、
四
三
〜
四
四
頁
、
付
録
九
頁
参

照
）。こ

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
本
に
渡
来
し
た
秦
氏
は
各
郡
に
分
置
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
九
州
に
派
遣
さ
れ
た
一
部
の
秦
氏
は
航
路
で
九
州
に

入
り
、
各
地
を
廻
っ
て
宇
佐
に
行
き
着
い
た
。
そ
し
て
、
宇
佐
に
行
き
着

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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い
た
秦
氏
の
中
で
朝
廷
の
信
用
を
得
て
力
を
持
っ
た
者
の
家
筋
が
辛
嶋
勝

と
い
う
豪
族
に
な
り
、
後
に
八
幡
宇
佐
宮
の
祝
・
禰
宜
家
の
辛
嶋
氏
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、『
辛
嶋
氏
系
図
』
の
「
三
女
神
宇
佐
島
御
降
臨
ア
リ
テ
爾
来
奉

仕
女
官
之
家
ニ
テ
先
代
皆
女
称
ヲ
以
呼
来
候
」（
神
道
大
系
本
、
七
五
六

頁
）
と
い
う
記
事
か
ら
、
一
族
の
女
性
を
以
っ
て
神
に
奉
仕
す
る
氏
族
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
祭
政
一
致
で
あ
っ
た
古
代
に
お
い
て
は
、
神
に

奉
仕
す
る
と
い
う
事
は
村
を
統
治
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
宮
内

庁
正
倉
院
事
務
所
の
『
正
倉
院
文
書
』
(八
木
書
店
、
平
成
二
年
一
月
)の

勝
姓
の
戸
主
を
見
て
ゆ
く
と
、
全
て
男
性
で
あ
る
が
、『
豊
後
国
風
土
記
』

に
、「
於
二
此
村
一
有
二
女
人
一、
名
曰
二
速
津
媛
一、
為
二
其
処
之
長
一。」（
神
道

大
系
本
、
四
三
九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
は
女
酋
と
い
う
女
性
の
首

長
も
存
在
し
た
の
で
、
宇
佐
宮
に
奉
仕
し
た
辛
島
氏
も
女
性
を
首
長
に
置

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
節

辛
嶋
氏
の
信
仰

今
の
宇
佐
神
宮
は
、『
延
喜
式
』
で
は
「
八
幡
大
菩
薩
宇
佐
宮
」（
神
道

大
系
本
、
四
二
八
頁
）
と
さ
れ
、
大
菩
薩
号
を
持
つ
点
で
特
異
な
神
仏
習

合
の
お
宮
で
あ
り
、
全
国
の
八
幡
社
の
ご
本
宮
で
あ
る
。
主
祭
神
は
応
神

天
皇
で
あ
り
、
八
幡
神
と
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
く
つ

か
の
信
仰
が
交
ざ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
く
つ
の
信
仰
が
合
わ

さ
っ
て
八
幡
宇
佐
宮
が
形
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
奉
斎
氏
族

の
信
仰
は
反
映
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
二
節
で
は
、
辛
嶋

氏
が
元
々
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
て
行
き
た
い
。

中
野
氏
の
『
八
幡
信
仰
』（
塙
書
房
、
平
成
二
二
年
六
月
）
に
お
い
て

の
「
辛
嶋
氏
に
伝
わ
っ
た
家
伝
で
は
、
稲
積
い
な
づ
み

山や
ま

に
降
臨
し
た
神
に
辛
嶋
氏

は
奉
仕
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。」（
同
書
、
六
八
頁
）
と
い
う

論
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
辛
嶋
氏
の
元
々
の
信
仰
は
八
幡
信
仰
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
八
幡
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
信
仰
で
あ
っ
た
か
を
見
て
ゆ
く

時
に
先
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
八
幡
童
子
が
笹
の
葉
の
上
に
現
れ
託
宣
し

た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
時
、
八
幡
童
子
は
自
ら
を
「
応
神
天
皇
」
で
あ
り
、

「
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
菩
薩
」
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
（『
日
本
書

紀
』
二
六
九
頁
・『
宇
佐
大
神
宮
縁
起
』
五
五
六
頁
・『
御
託
宣
集
』

一
三
一
頁
・
一
八
一
頁
・
三
五
二
頁
・
四
六
八
頁
・
五
一
七
頁
・
五
一
八

頁
）。
中
野
氏
の
『
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
〇
年

二
月
）
に
よ
る
と
、
笹
の
葉
に
神
が
現
れ
る
と
い
う
の
は
朝
鮮
半
島
の
巫

覡
の
習
俗
で
あ
り
、
笹
の
葉
に
神
を
招
く
の
は
、
朝
鮮
半
島
の
シ
ャ
ー
マ

ン
に
近
い
託
宣
の
仕
方
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
四
七
頁
・

一
八
五
頁
）。

で
は
、
朝
鮮
半
島
の
シ
ャ
ー
マ
ン
の
習
俗
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。
金
泰
坤

キ
ム
チ
ェ
ゴ
ン

氏
・
池
春
相

チ
チ
ュ
ン
サ
ン

氏
・
玄ヒ
ョ
ン

容ヨ
ン

駿チ
ュ
ン

氏
の
『
霊
を
招
く
―
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韓
国
の
シ
ャ
ー
マ
ン
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
二
年
一
〇
月
）
と
朴
桂

弘
氏
の
『
韓
国
の
村
祭
り
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
七
年
五
月
、

五
四
二
〜
五
六
三
頁
）
に
よ
る
と
、
祭
祀
者
が
山
や
海
辺
・
洞
口
と
い
っ

た
と
こ
ろ
の
木
や
祠
を
神
籬
と
し
て
神
々
や
死
者
を
招
い
て
供
物
を
供
え

て
祈
り
、
歌
舞
を
奉
納
し
て
慰
め
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
神
霊
・
御
魂
を
返

す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
白
い
紙
や
布
を
巻
き
付
け
た
笹
が
依

代
と
し
て
使
用
さ
れ
る
（
付
録
一
〇
〜
一
二
頁
参
照
）。

祀
ら
れ
る
神
は
、
例
え
ば
漁
村
で
は
、
海
神
（
竜
神
・
海
賊
討
伐
の
名

将
）、
海
で
亡
く
な
っ
た
人
の
霊
、
村
で
は
山
の
神
や
村
の
守
護
神
、
治

病
の
神
、
開
拓
神
、
動
物
（
蛇
・
猫
）
な
ど
様
々
で
あ
る
。
御
神
体
に
は
、

樹
木
・
石
柱
・
神
図
（
神
の
姿
を
描
い
た
絵
（
７
））・

石
竿
・
韓か
ん

紙し

（
朝
鮮
半

島
で
発
達
し
た
製
紙
技
術
で
生
産
さ
れ
た
紙
）・
造
塔
（
石
を
円
錐
形
に

積
み
上
げ
た
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
程
の
石
塚
）・
岩
が
あ
り
、
こ
れ
に
注
連

縄
を
張
る
こ
と
で
神
の
神
籬
で
あ
る
と
同
時
に
結
界
の
役
割
も
持
つ
と
さ

れ
て
い
る
。

朴
氏
の
『
韓
国
の
村
祭
り
』
に
よ
る
と
、
祭
祀
者
は
男
性
、
女
性
シ
ャ
ー

マ
ン
、
或
は
神
体
を
使
っ
た
占
い
（
神
体
を
手
に
し
て
生
年
月
日
を
言
っ

た
時
に
御
神
体
が
揺
れ
る
か
ど
う
か
で
決
め
る
）
で
選
ば
れ
た
清
浄
な
村

人
で
、
シ
ャ
ー
マ
ン
は
、
世
襲
制
の
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
が
あ
る
。

男
性
シ
ャ
ー
マ
ン
と
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
の
人
数
の
割
合
も
地
域
に
よ
っ
て

違
い
が
あ
る
よ
う
だ
。
辛
嶋
氏
の
場
合
は
ず
っ
と
女
性
を
以
っ
て
神
に
奉

仕
し
て
い
た
の
で
、
世
襲
の
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
に
よ
る
祭
祀
を
行
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
が
司
祭
者
と
な
り
、
男

性
は
そ
の
補
助
者
と
な
り
、
楽
器
の
伴
奏
を
担
当
す
る
中
国
胡
南
省
か
、

女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
が
圧
倒
的
に
多
い
、
ソ
ウ
ル
を
中
心
に
広
く
分
布
し
た

朝
鮮
中
部
の
習
俗
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
八
幡
宇

佐
宮
の
伝
承
に
あ
る
、
八
幡
神
が
金
の
鷹
と
な
り
舞
い
降
り
た
と
こ
ろ
に

鷹
居
社
を
造
営
し
た
と
い
う
の
は
、
韓
国
全ぜ
ん

羅ら

北
道
ほ
く
ど
う

（
朝
鮮
八
道
の
う
ち

の
全
羅
道
の
北
半
分
。
付
録
に
地
図
を
掲
載
し
て
お
く
）
扶
安
郡
扶
安
邑

に
伝
わ
る
「
昔
、
一
羽
の
鳥
が
村
を
守
護
す
る
た
め
に
飛
ん
で
き
て
居
着

く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
鳥
の
た
め
に
祭
り
を
お
こ
な
う
よ
う
に

な
っ
た
」（
同
書
、
一
六
六
頁
）
と
い
う
扶
安
邑
の
伝
承
と
似
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
八
幡
信
仰
が
朝
鮮
半
島
か
ら
入
っ
て
き
た
信
仰
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

巫
俗
儀
式
と
し
て
は
歌
舞
が
見
ら
れ
る
。「
巫
」
は
、『
箋
注
和
名
類
聚

抄
』
巻
一
に
、「
女
能
事
二
無
形
一、
以
レ
舞
降
レ
神
者
也
」（
京
都
大
学
文
学

部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
纂
『
諸
本
集
成
箋
注
和
名
類
聚
抄

本
文

編
』、
臨
川
書
店
、
五
五
頁
）
ま
た
『
朱
子
語
類
』
巻
之
七
十
五
に
「
巫

其
舞
之
尽
レ
神
者
、
巫
従
二
工
両
辺
人
字
一、
是
取
レ
象
二
其
舞
一、
巫
者
託
レ
神
、

如
二
舞
雲
之
類
一、
皆
須
レ
舞
蓋
以
レ
通つ
う

二

暢
ち
ょ
う

其
和
気
一、
達
二
于
神
明
一
」（
黎

靖
徳
著
、
中
文
出
版
社
本
、
三
〇
七
四
頁
）
と
あ
る
通
り
、
人
が
踊
る
姿

を
表
わ
し
た
字
で
あ
る
。
舞
を
以
っ
て
神
を
招
き
、
神
と
人
と
を
融
合
さ

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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せ
る
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
シ
ャ
ー
マ
ン
は
託
宣
を
下
し
た
の
で

あ
る
。

朴
氏
の
『
韓
国
の
村
祭
り
』
に
よ
る
と
、
祭
り
に
際
し
て
、
祭
祀
者
・

供
物
・
村
民
そ
れ
ぞ
れ
に
禁
忌
が
あ
っ
た
。
祭
祀
者
の
禁
忌
に
は
、
家
の

門
と
家
族
が
使
う
井
戸
に
注
連
縄
を
張
る
こ
と
、
沐
浴
斎
戒
の
反
復
・
性

生
活
を
禁
じ
る
、
犬
肉
と
魚
類
を
食
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
、
仮
小
屋
で
別

火
生
活
を
す
る
、
外
出
を
禁
じ
る
、
死
と
女
性
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
供
物
の
禁
忌
に
は
、
供
物
が
祭
田
で
採
れ
た
清
浄
な
物
で
あ
る
こ

と
、
保
管
は
他
の
物
と
は
別
に
す
る
こ
と
、
臼
に
入
れ
、
杵
で
搗
い
て
か

ら
用
い
る
こ
と
、
祭
り
の
費
用
は
現
金
で
は
な
く
穀
物
で
出
す
、
供
物
調

理
の
前
に
沐
浴
す
る
、
供
物
の
調
理
は
祭
主
と
そ
の
妻
に
限
る
、
調
理
時
、

白
紙
や
タ
オ
ル
で
口
を
塞
ぐ
、
供
物
を
運
ぶ
時
、
白
紙
を
口
に
し
て
一
人

一
器
ず
つ
運
ぶ
、
供
物
運
搬
時
、
女
や
喪
中
の
人
は
外
に
出
て
は
な
ら
な

い
な
ど
、
特
に
清
浄
沐
浴
を
厳
し
く
し
て
い
る
。
村
民
の
禁
忌
に
は
、
村

と
門
に
注
連
縄
を
張
り
、
門
前
に
黄
土
を
置
く
こ
と
、
妊
婦
の
隔
離
、
村

外
で
不
浄
に
な
っ
た
者
は
祭
り
が
終
わ
る
ま
で
村
に
入
れ
な
い
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
。
家
内
を
清
潔
に
す
る
、
家
畜
が
走
り
回
ら
な
い
よ
う
に
す

る
、
静
粛
の
維
持
は
全
体
の
禁
忌
で
あ
っ
た
（
同
書
、
五
七
〇
頁
）。

笹
の
葉
に
出
現
し
た
童
子
が
応
神
天
皇
で
あ
り
、
菩
薩
で
あ
る
と
い
う

の
は
、
八
幡
信
仰
・
応
神
天
皇
へ
の
信
仰
・
仏
教
の
三
つ
の
信
仰
が
習
合

し
た
、
或
は
、
八
幡
信
仰
か
応
神
天
皇
へ
の
信
仰
の
ど
ち
ら
か
が
仏
教
の

影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
七
、
天
智

天
皇
十
年
十
一
月
甲
午
朔
癸
卯
（
一
〇
日
）
条
に
「
韓
嶋
勝
娑
婆
」（
新

訂
増
補
国
史
大
系
本
、
三
〇
一
頁
）
と
あ
る
。「
娑
婆
」
は
仏
教
の
言
葉

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
辛
嶋
氏
は
仏
教
を
信
仰
し
て
い
た
氏
族
で
あ
り
、
八

幡
信
仰
は
仏
教
系
の
信
仰
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』

巻
第
二
一
、
用
明
天
皇
二
年
四
月
条
に
天
皇
の
不
豫
に
際
し
て
「
皇
弟
皇

子
引
二
豊
国
法
師
一
入
二
於
内
裏
一。」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
一
二
三
頁
）

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
豊
国
法
師
は
医
療
技
術
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
医
療
技
術
を
持
っ
た
法
師
と
い
え
ば
道
教
で
あ

る
。
岸
本
英
夫
氏
の
『
世
界
の
宗
教
』（
原
書
房
、
平
成
二
一
年
九
月
）

に
よ
る
と
、
道
教
で
は
、
不
老
不
死
を
得
る
た
め
に
丹
薬
・
呼
吸
法
な
ど

が
研
究
さ
れ
た
（
同
書
、
一
八
二
〜
一
九
〇
頁
）。
よ
っ
て
、
八
幡
信
仰

は
朝
鮮
半
島
の
巫
覡
の
信
仰
に
道
教
が
雑
ざ
っ
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

辛
嶋
氏
は
朝
鮮
半
島
巫
覡
の
習
俗
、
信
仰
を
持
っ
て
お
り
、
仏
教
・
道

教
の
影
響
を
受
け
た
人
々
だ
っ
た
。
宇
佐
に
入
っ
て
か
ら
に
つ
い
て
は
、

中
野
氏
が
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
二
年
三
月
）

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、「
駅
館
川
を
越
え
、
活
動
範
囲
を
東
に
拡
大
し

た
が
、
駅
館
川
の
右
岸
に
は
宇
佐
氏
が
住
ん
で
い
て
辛
嶋
氏
と
宇
佐
氏
が

接
触
し
た
」（
同
書
、
一
六
頁
）
そ
の
結
果
、「
辛
嶋
氏
の
八
幡
信
仰
と
宇

佐
氏
の
信
仰
が
習
合
し
た
。」（
同
書
、
同
頁
）
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
を
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示
し
て
い
る
の
が
、
古
墳
時
代
末
の
欽
明
天
皇
二
九
年
（
五
六
八
）
に
宇

佐
氏
が
神
体
山
と
仰
ぐ
大
尾
峯
に
八
幡
神
が
現
れ
た
と
い
う
話
で
あ
ろ
う
。

第
三
節

『辛
嶋
氏
系
図
』
か
ら
見
え
る
辛
嶋
氏
の
女
性

『辛
嶋
氏
系
図
』
を
見
て
ゆ
く
と
、
桓
武
天
皇
の
御
代
に
八
幡
宇
佐
宮

に
奉
仕
し
た
赤
蜂
よ
り
前
に
は
並な

み

基も
と

・
並な
み

孝た
か

・
龍た
つ

麿ま
ろ

以
外
、
女
性
の
名
前

し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
六
世
紀
の
乙
目
か
ら
八
世
紀
の
赤

蜂
ま
で
に
並
基
・
並
孝
・
龍
麿
以
外
に
一
人
も
男
性
が
生
ま
れ
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
系
図
上
の
親
子
関
係
を
そ
の

ま
ま
信
じ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
こ
の
系
図
上
の
信
憑
性
は
低
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
古
津

こ

づ

米め

・
志
津
し

づ

米め

・
茂も

津づ

米め

を
除
い
た
系
図
上

の
女
性
達
は
、『
続
日
本
紀
』・『
宮
寺
縁
事
抄
』・『
宇
佐
八
幡
宮
縁
起
』・

『
宇
佐
宮
劒
玉
集
』・『
宇
佐
使
旧
証
』・『
日
本
紀
略
』・『
御
託
宣
集
』
に

も
名
前
が
見
ら
れ
、『
辛
嶋
系
図
』
の
記
事
も
文
献
の
記
事
と
一
致
す
る

こ
と
か
ら
、
系
図
の
中
の
女
性
の
記
録
は
信
用
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

系
図
や
『
御
託
宣
集
』
に
よ
る
と
乙
目
が
敏
達
天
皇
の
御
代
に
祝
と
し

て
、
そ
の
妹
黒
比
売
は
采
女
と
し
て
、
阿
古
女
・
豊
比
売
は
忌
子
と
し
て

奉
仕
し
た
記
録
が
あ
り
、
八
幡
宇
佐
宮
の
女
官
の
役
職
は
禰
宜
だ
け
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
辛
嶋
氏
の
女
性
は
様
々
な
役
職
に
就
い
て
奉

仕
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
や
は
り
多
く
の
女
性
は
主
に
禰
宜
と
し
て
奉
仕

し
て
い
た
。
系
図
を
乙
目
か
ら
順
に
見
て
ゆ
く
と
、
辛
嶋
氏
の
女
性
が
任

じ
ら
れ
た
役
職
が
、
推
古
天
皇
以
前
（
乙
目
か
ら
黒
比
売
ま
で
）
は
祝
、

七
世
紀
か
ら
八
世
紀
末
（
黒
比
売
か
ら
阿
古
米
ま
で
）
は
禰
宜
、
八
世
紀

末
か
ら
九
世
紀
初
頭
（
阿
古
米
か
ら
豊
比
売
ま
で
）
忌
子
と
変
化
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
辛
嶋
禰
宜
が
活
発
に
活
動
し
た
の
は
六
世
紀

か
ら
八
世
紀
末
で
、
全
盛
期
は
最
も
記
事
が
多
い
波
豆
米
の
頃
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。

與
曾
米
は
天
平
神
護
元
年
（
七
六
四
）
に
は
正
六
位
下
で
あ
っ
た
が
、

神
護
景
雲
三
年
（
七
六
九
）
に
従
六
位
上
に
位
が
落
ち
、
宝
亀
四
年

（
七
七
三
）
に
は
禰
宜
を
廃
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
辛
嶋
氏
の
女
性
が
禰
宜

に
な
っ
た
と
い
う
記
事
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
頃
か
ら
辛
嶋
氏

の
禰
宜
は
衰
退
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
赤
蜂
以
降
、
系
図
上

に
女
性
の
名
前
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

古
い
時
代
の
系
図
に
お
い
て
女
性
は
名
前
が
残
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
、
単

に
「
女
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
八
幡
宇
佐
宮

に
奉
仕
し
た
宇
佐
氏
の
系
図
に
は
女
性
の
名
前
の
記
録
は
全
く
な
い
。
他

氏
の
系
図
も
、
皇
后
に
な
る
な
ど
朝
廷
と
結
び
つ
き
の
あ
る
人
や
重
要
人

物
は
女
性
で
も
名
前
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
名
前
は
残
さ

れ
て
い
な
い
し
、『
大
神
氏
系
図
』（
神
道
大
系
本
）
も
平
安
時
代
中
頃
ま

で
は
女
性
（
全
員
が
禰
宜
に
就
任
し
て
い
る
）
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
平
安
時
代
末
以
降
は
男
性
の
名
前
の
み
で
女
性
の
名
前
は
記
さ
れ
て

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
系
図
に
記
録
が
あ
る
女
性
は
重
要
人
物

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
赤
蜂
よ
り
前
の
時
代

の
系
図
が
女
性
の
名
前
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
事
は
、
当
時
は
そ
れ
だ

け
辛
嶋
氏
の
女
性
は
重
要
な
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
。
逆
に
赤
蜂
以
降
は
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
辛
嶋

氏
の
女
性
の
存
在
が
そ
れ
ま
で
程
重
視
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
如
何
に
禰
宜
職
が
権
力
あ
る
役
職
だ
っ

た
か
が
窺
え
る
と
同
時
に
、
辛
島
氏
の
女
禰
宜
が
衰
退
し
、
男
性
が
代
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
赤
蜂
の
前
後
、
つ
ま
り
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時

代
初
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
頃
か
ら
辛
嶋
氏
の
女
性
は
祭
祀
の
場
か
ら
遠
ざ
か
り
、
代
わ
っ
て

男
性
が
惣
検
校
と
し
て
氏
族
の
中
で
力
を
持
ち
、
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
で
も
尚
、
禰
宜
職
は
男
性
で
は
な
く
大
神
氏
の
女
性
が
就
任
し

て
い
た
の
は
、
八
幡
宇
佐
宮
で
は
変
わ
ら
ず
女
性
が
重
視
さ
れ
て
い
て
、

且
つ
禰
宜
職
に
辛
嶋
氏
の
男
性
が
就
か
な
か
っ
た
の
は
、
辛
嶋
氏
と
大
神

氏
の
間
で
禰
宜
職
を
巡
っ
た
抗
争
（
８
）が

あ
り
、
そ
の
結
果
、
辛
嶋
氏
が
敗
れ

た
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
辛
嶋
氏
の
禰
宜
と
大
神
氏
の
禰
宜
の
記
事
を
年

代
順
に
並
べ
て
見
る
と
、
辛
嶋
氏
の
禰
宜
の
記
事
が
続
く
中
に
、
突
然
、

大
神
宅
女
と
大
神
杜
女
の
記
事
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
系
図
に
見
ら
れ
る

最
後
の
女
性
で
あ
る
豊
比
売
の
後
は
大
神
氏
の
禰
宜
の
記
事
し
か
な
い
。

大
神
杜
女
が
呪
詛
を
行
っ
た
と
し
て
島
流
し
に
な
っ
た
時
、
代
わ
り
に
任

ぜ
ら
れ
た
の
は
大
神
氏
で
は
な
く
辛
嶋
氏
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
辛
嶋
氏

と
大
神
氏
の
間
に
氏
族
間
の
抗
争
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

第
三
章

八
幡
宇
佐
宮
に
奉
仕
し
た
大
神
氏

第
一
節

大
神
氏
の
出
自

「
大
神
」
氏
は
、
大
神
神
社
の
三
輪
氏
と
同
族
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

『
扶
桑
略
記
抄
二
』
の
孝
謙
天
皇
の
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
七
月

二
四
日
条
で
は
女
禰
宜
大
神
杜
女
を
「
宇
佐
宮
命
婦
大
倭
裳
利
女
」（
新

訂
増
補
国
史
大
系
本
、
九
八
頁
）
と
書
い
て
い
る
。「
大
倭
」
は
「
オ
オ

ヤ
マ
ト
」
で
あ
り
、
朝
廷
の
あ
っ
た
大
和
国
で
あ
る
。
大
神
を
「
大
倭
」

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
神
氏
は
大
和
国
に
関
わ
り
が
あ
る
氏
族
と
考

え
ら
れ
る
。
小
川
進
一
氏
は
『
八
幡
本
宮
宇
佐
神
宮
と
大
神
氏
』（
文
芸

社
、
平
成
一
九
年
八
月
）
で
、
大
三
輪
氏
の
系
図
『
三
輪
高
宮
家
系
譜
』

を
根
拠
に
「
大
神
の
比
義
は
、
大
神
神
社
第
一
七
代
目
の
当
主
、
三
輪
の
、

身む

狭さ

の
次
男
に
生
ま
れ
て
い
る
。
特
牛
の
弟
に
あ
た
る
。
子
孫
は
、
豊
後

大
神
氏
と
し
て
栄
え
る
。
そ
の
兄
弟
の
次
男
で
あ
る
大
神
の
比
義
は
、
豊

前
大
神
氏
の
祖
と
し
て
栄
え
る
。」（
同
書
、
三
七
〜
三
八
頁
）
と
述
べ
て

お
ら
れ
る
。
奥
富
敬
之
著
『
日
本
家
系
・
系
図
事
典
』（
東
京
堂
、
平
成

二
〇
年
七
月
）
に
よ
る
と
、「
奈
良
末
期
、
大
和
三
輪
神
社
祠
官
家
庶
流
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の
大
神
比
義
が
、
豊
前
国
宇
佐
（
大
分
県
宇
佐
市
）
の
八
幡
宇
佐
宮
の

大
宮
司
と
な
っ
て
、
豊
前
大
神
氏
（
宇
佐
大
神
氏
）
を
呼
称
」（
同
書
、

一
七
三
〜
一
七
四
頁
）
し
た
氏
族
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
三
輪
氏
の
『
三
輪
高
宮
家
系
譜
』
を
見
る
と
、
大
国
主
命
か

ら
十
七
代
目
に
比
義
の
名
前
が
あ
っ
た
（『
神
道
大
系

神
社
編
一
二
大

神
・
石
上
』、
一
四
二
頁
）。
こ
こ
か
ら
大
神
氏
は
、
三
輪
氏
か
ら
出
た
氏

族
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、「
諸
上
」
以
降
の
尻
付
が
「
宇
佐
神
宮
」

と
な
っ
て
い
る
。
平
安
初
期
ま
で
宇
佐
宮
は
「
八
幡
宮
」「
八
幡
神
社
」

「
八
幡
大
神
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
て
、「
宇
佐
神
宮
」
と
い
う
の
は
、
平
安

中
期
以
降
の
称
で
あ
る
。
ま
た
、
大
神
氏
が
『
続
日
本
紀
』
ま
で
国
史
に

登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
安
中
期
以
降
に
「
諸
上
」
以
降
の
人

物
が
『
三
輪
高
宮
家
系
譜
』
に
書
き
足
さ
れ
た
か
、「
宇
佐
神
宮
」
だ
け

が
書
き
足
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
の
で
、『
三
輪
高
宮
家
系
譜
』

の
『
信
憑
性
は
が
高
い
と
は
言
え
ず
、
大
神
氏
が
三
輪
氏
で
あ
る
と
は
断

言
出
来
な
い
。
ま
た
、
大
神
氏
の
社
会
的
地
位
が
高
か
っ
た
と
し
た
ら
、

中
野
氏
が
『
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
〇
年
二
月
）

で
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
出
自
が
も
っ
と
明
確
に
残
さ
れ
て
い
た

（
同
書
、
五
三
頁
）
だ
ろ
う
し
、
文
献
に
も
登
場
す
る
は
ず
で
は
な
い
か
、

と
思
わ
れ
、
大
神
氏
は
元
々
は
そ
ん
な
に
身
分
が
高
い
家
で
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
輪
氏
が
大
和
国
か
ら
大
宰
府
に
派
遣
さ
れ
て

来
て
、
そ
の
ま
ま
土
着
し
た
と
も
思
わ
れ
る
が
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た

役
人
が
土
着
す
る
の
は
、
平
安
時
代
以
降
の
事
で
あ
っ
て
、
大
神
氏
は
大

宝
二
年
の
筑
前
・
豊
後
の
戸
籍
に
既
に
そ
の
姓
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の

説
が
成
り
立
つ
と
は
考
え
に
く
い
。

比
義
が
三
輪
氏
の
出
身
で
は
な
い
と
し
た
ら
、
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は

北
九
州
の
氏
族
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
宝
二
年
の
筑
前
国

の
戸
籍
を
見
る
と
、
嶋
郡
川
辺
里
の
戸
籍
に
三
〇
一
名
中
、
大
神
部
は

一
二
名
見
ら
れ
（『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
二
』、
二
二
三
〜
二
四
四

頁
）、
豊
前
国
の
戸
籍
で
は
仲
津
郡
丁
里
の
戸
籍
に
四
八
〇
名
中
、
大
神

部
は
二
名
見
ら
れ
る
（
同
書
、
二
四
八
〜
二
五
七
頁
）。
勝
部
や
秦
部
に

比
べ
る
と
大
神
部
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
筑
前
・
豊
前
国
内
の
他
の

郡
、
里
に
も
も
っ
と
大
神
部
を
持
つ
人
々
が
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
中
野
氏
が
『
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』
で
述
べ
て
お
ら
れ

る
通
り
、
大
和
国
の
三
輪
氏
が
直
接
宇
佐
に
下
っ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、

筑
前
・
豊
前
国
の
大
神
部
が
宇
佐
に
入
っ
て
来
て
、
八
幡
宇
佐
宮
に
奉
仕

し
た
大
神
氏
と
な
っ
た
（
同
書
、
二
三
九
頁
）
と
考
え
る
方
が
自
然
と
思

わ
れ
る
（
９
）。

第
二
節

大
神
氏
の
宇
佐
入
り
と
信
仰

『宇
佐
市
』
上
巻
（
賀
川
光
夫
監
修
、
宇
佐
市
史
刊
行
会
、
昭
和
五
〇

年
三
月
）
を
も
と
に
考
古
学
の
面
か
ら
豊
前
国
を
見
る
と
、
周
防
灘
に
面

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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し
た
地
域
の
縄
文
時
代
の
地
層
か
ら
瀬
戸
内
一
帯
で
出
土
す
る
土
器
が
発

掘
さ
れ
て
お
り
、
宇
佐
で
は
韓
国
ソ
ウ
ル
市
岩
寺
洞
遺
跡
で
出
土
し
て
い

る
碾
石
と
同
じ
鞍
形
石
皿
（
板
状
の
石
を
磨
耗
さ
せ
た
石
皿
）
が
出
土
し

て
い
る
の
で
、
早
く
か
ら
北
九
州
沿
岸
に
お
い
て
国
内
外
と
の
交
易
が

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
四
世
紀
前
半
の
造
営
に
な
る
宇
佐
最
古

の
赤
塚
古
墳
は
九
州
最
古
の
畿
内
型
古
墳
で
あ
り
、
大
和
政
権
の
九
州
進

出
当
初
か
ら
宇
佐
は
畿
内
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
宇
佐
氏
累
代
の

墳
墓
と
さ
れ
る
五
世
紀
か
ら
の
造
営
に
な
る
川
部
・
高
森
古
墳
群
は
横
穴

石
室
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
世
紀
の
宇
佐
氏
は
大
陸
文
化
を
採
用
し
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
の
と
同
時
に
、
宇
佐
に
秦
氏
が
入
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

辛
嶋
氏
に
よ
っ
て
七
世
紀
に
造
営
さ
れ
た
辛
島
地
区
の
法
鏡
寺
跡
で

は
、
調
査
に
よ
っ
て
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
で
あ
り
、
百
済
文
化
の
影
響
を

受
け
た
寺
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
宇
佐
氏
・
辛

嶋
氏
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
遺
跡
は
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、

大
神
氏
の
も
の
と
思
わ
れ
る
遺
跡
は
八
世
紀
の
造
営
と
さ
れ
る
鷹
居
社
ま

で
出
て
来
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
神
氏
が
宇
佐
に
入
っ
た
の
は
辛
嶋

氏
が
宇
佐
に
入
っ
た
後
と
考
え
ら
れ
る
。

何
故
、
大
神
氏
が
仲
津
郡
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
宇
佐
ま
で
下
る
必
要
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
中
野
氏
が
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』

で
述
べ
て
お
ら
れ
る
様
に
、
蘇
我
馬
子
が
外
交
や
仏
教
問
題
と
い
っ
た
政

府
が
抱
え
て
い
た
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
た
っ
て
「
大
神
氏
と
渡
来
人
を

利
用
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
」（
同
書
、
一
四
二
頁
）
と
い
う
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
の
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成

二
』（
八
木
書
店
、
平
成
二
年
一
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
大
宝
二
年

（
七
〇
二
）
の
豊
前
国
嶋
郡
川
辺
里
の
大
神
部
荒
人
の
戸
籍
に
中
臣
部
と

宗
我
部
か
ら
嫁
い
だ
女
性
の
名
前
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
大
神
氏
と
蘇
我
氏

が
交
流
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
の

国
内
外
の
情
勢
と
宇
佐
が
ど
の
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ

と
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

八
幡
神
が
始
め
て
現
れ
、
大
神
比
義
に
神
託
を
下
し
た
六
世
紀
は
、
国

内
で
は
蘇
我
氏
と
物
部
氏
が
仏
教
を
取
り
入
れ
る
か
否
か
で
対
立
し
た
。

結
果
、
崇
仏
派
が
勝
利
し
て
蘇
我
氏
が
朝
廷
で
権
力
を
持
っ
た
。
ま
た
、

蘇
我
馬
子
に
よ
っ
て
崇
峻
天
皇
が
弑
逆
さ
れ
、
国
外
で
は
新
羅
が
勢
力
を

増
し
、
欽
明
天
皇
二
三
年
（
五
六
二
）
に
は
任
那
の
日
本
府
が
新
羅
に
滅

ぼ
さ
れ
る
等
、
国
内
外
で
問
題
が
絶
え
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。『
日
本
書

紀
』
巻
第
一
九
、
欽
明
天
皇
二
年
四
月
条
を
見
る
と
、「
任
那
境
接
二
新
羅
一。

恐
レ
致
二
卓と
く

淳じ
ゅ
ん

等
禍
一。」（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
、
五
四
頁
）
ま
た
、
欽

明
天
皇
二
年
七
月
条
「
方
今
い

ま

任
那
境
接
二
新
羅
一。
宜
二
常
設
一
レ
備
。
豈
能

弛
レ

柝ま
ぼ
り

。」（
同
本
、
五
七
頁
）
と
あ
る
。「
卓
淳
」
と
は
、
五
三
〇
年
頃

に
新
羅
に
滅
ぼ
さ
れ
た
任
那
の
一
国
で
、
卓
淳
国
の
よ
う
に
新
羅
に
滅
ぼ

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
記
事
で
あ
る
。「
柝
」
は
拍
子
木
の
こ
と
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で
、
常
に
新
羅
が
攻
め
て
き
た
と
き
の
た
め
に
備
え
、
警
戒
を
緩
め
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
当
時
の
緊
張
感
が
窺
え

る
。
小
川
進
一
氏
が
『
八
幡
本
宮
宇
佐
神
宮
と
大
神
氏
』（
文
芸
社
、
平

成
一
九
年
八
月
）
の
中
で
、

蘇
我
の
大
臣
稲
目
・
馬
子
達
は
、
磐
井
と
の
戦
い
の
後
、
二
、
三
〇

年
を
経
過
し
た
頃
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
、
完
全
に
九
州
地
方
の
実
権

を
掌
握
し
き
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
こ
の
頃
、

船
の
往
来
を
考
え
る
と
、
今
の
玄
海
灘
か
ら
下
関
、
周
防
灘
・
豊
予

海
峡
に
か
け
て
は
、
新
羅
に
加
勢
す
る
九
州
の
勢
力
に
支
配
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
百
済
を
応
援
す
る
大
和
朝
廷
に
と
っ
て
、
そ
れ

は
、
由
々
し
き
問
題
で
あ
っ
た
。（
同
書
、
五
八
〜
五
九
頁
）

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
朝
廷
は
、
南
下
し
て
く
る

新
羅
へ
の
対
策
と
し
て
外
交
交
渉
を
行
う
重
要
な
場
所
で
も
あ
り
、
大
陸

に
近
く
、
交
易
が
盛
ん
で
、
文
化
の
最
先
端
の
地
で
も
あ
っ
た
北
九
州
の

警
備
を
強
固
に
し
て
お
き
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
宇
佐
は
、
大
阪

か
ら
航
路
で
九
州
を
目
指
し
た
と
き
に
四
国
を
経
由
し
て
最
初
に
行
き
着

く
所
で
、
九
州
進
出
に
お
い
て
拠
点
と
す
る
に
都
合
の
良
い
所
で
あ
っ

た
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
朝
廷
に
と
っ
て
宇
佐
は
し
っ
か
り
配
下
に

置
い
て
お
き
た
い
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
朝
廷
か
ら
あ
る
人
物
が
遣
わ
さ
れ
た
。
そ
れ
が
大
神
比
義
で

あ
っ
た
。
中
野
氏
の
『
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』
に
よ
る
と
、
北
九
州
に
は

神
功
皇
后
と
胎
中
天
皇
に
ま
つ
わ
る
神
話
が
多
く
、
応
神
天
皇
を
対
象
と

す
る
信
仰
が
発
達
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
同
書
、

五
四
頁
）、
大
神
氏
が
応
神
天
皇
を
対
象
と
す
る
信
仰
を
持
っ
た
氏
族
で

あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
中
野
氏
が
『
八
幡

信
仰
史
の
研
究
』
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
大
神
氏
が
宇
佐
に
応
神
天

皇
を
対
象
と
す
る
信
仰
を
持
ち
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
同
書
、

一
六
頁
）。

こ
こ
で
、
神
功
皇
后
と
胎
中
天
皇
に
ま
つ
わ
る
神
話
が
北
九
州
に
多
い

理
由
と
応
神
天
皇
を
対
象
と
す
る
信
仰
が
ど
の
よ
う
な
信
仰
か
を
考
え
た

い
。
神
功
皇
后
と
胎
中
天
皇
に
ま
つ
わ
る
神
話
が
北
九
州
に
多
い
理
由

は
、
朝
鮮
半
島
の
位
置
関
係
を
考
え
る
と
分
か
る
。
北
九
州
と
朝
鮮
半
島

は
近
い
。
人
々
は
、
新
羅
が
任
那
を
滅
ぼ
し
た
後
、
さ
ら
に
南
下
し
て
北

九
州
を
攻
め
て
来
る
の
を
恐
れ
、
三
韓
征
伐
に
出
兵
あ
そ
ば
さ
れ
た
神
功

皇
后
と
胎
中
で
御
同
行
さ
れ
た
応
神
天
皇
に
救
い
を
求
め
た
。
そ
し
て
、

朝
鮮
半
島
に
近
い
北
九
州
沿
岸
で
は
応
神
天
皇
を
対
象
と
す
る
信
仰
が
広

ま
り
発
達
し
た
。
つ
ま
り
、
応
神
天
皇
を
対
象
と
す
る
信
仰
は
応
神
天
皇

を
自
国
を
防
衛
す
る
神
と
し
て
崇
拝
す
る
信
仰
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
応
神
天
皇
の
和
風
謚
号
が
馬
具
で
あ
る
「
鞆
」
の
字
と
そ
の
字
義
を

含
む
品
陀
和
気
命
・
大
鞆
和
気
命
で
あ
る
背
景
に
は
、
そ
う
い
っ
た
当
時

の
人
々
の
気
持
ち
と
応
神
天
皇
の
神
霊
へ
助
け
を
求
め
る
祈
り
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
宮
寺
縁
事
抄
』
に
よ
る
と
、
八
幡
神
は

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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「
吾
名
護
国
霊
験
威
力
神
通
大
自
在
菩
薩
」（
神
道
大
系
本
、
一
二
頁
）
と

名
乗
っ
て
い
る
。
八
幡
神
が
護
国
の
徳
を
持
つ
菩
薩
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
辛
嶋
氏
の
八
幡
信
仰
と
崇
仏
派
が
推
し
た
仏
教
と
自
国
防
衛
の
性
格

を
持
つ
応
神
天
皇
の
神
霊
へ
の
信
仰
が
習
合
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

で
は
、
大
神
氏
が
宇
佐
に
入
っ
た
の
は
い
つ
頃
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

八
世
紀
初
期
造
営
の
鷹
居
社
以
前
に
大
神
氏
関
係
の
遺
跡
が
見
つ
か
っ
て

い
な
い
が
、
第
二
章
第
二
節
で
も
述
べ
た
通
り
、『
宮
寺
緑
事
抄
』
で
は

「
欽
明
天
皇
御
時
」、『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
で
は
欽
明
天
皇
二
九
年

（
五
六
八
）
に
応
神
天
皇
の
神
霊
が
八
幡
神
と
し
て
出
現
さ
れ
た
。
つ
ま

り
、
六
世
紀
半
ば
に
既
に
応
神
天
皇
の
神
霊
へ
の
信
仰
と
八
幡
信
仰
は
習

合
し
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
大
神
氏
が
宇
佐
に
入
っ
た
の
は
六
世
紀

前
半
以
前
に
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
野
氏
は
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』

で
、
比
義
が
宇
佐
に
入
る
と
、
応
神
天
皇
の
神
霊
へ
の
信
仰
と
辛
嶋
氏
の

八
幡
信
仰
は
対
立
し
た
。「
蘇
我
氏
を
背
景
に
持
つ
大
神
氏
に
辛
嶋
氏
は

敗
れ
て
応
神
信
仰
を
受
け
入
れ
」（
同
書
、
一
四
〇
〜
一
四
一
頁
）
そ

し
て
「
八
幡
神
は
応
神
天
皇
と
い
う
神
格
を
与
え
ら
れ
た
。」（
同
書
、

一
四
一
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
辛
嶋
氏
は
、
応
神
天
皇
を
対
象
と
す

る
信
仰
の
切
り
換
え
に
応
じ
て
禰
宜
と
し
て
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
三
章
に
亘
っ
て
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
最
後
に
要
約
し
て
お
き

た
い
。

第
一
章
で
は
、
御
神
体
の
移
動
や
神
殿
の
御
扉
開
扉
・
神
饌
献
徹
と

い
っ
た
神
様
に
極
め
て
近
い
所
に
奉
仕
し
、
御
杖
代
と
し
て
も
御
奉
仕
し

た
女
禰
宜
が
活
躍
し
た
の
は
七
世
紀
前
後
か
ら
中
世
ま
で
で
、
室
町
時
代

半
ば
に
は
女
禰
宜
の
衰
退
が
表
面
化
し
て
い
た
。
奈
良
時
代
に
は
禰
宜
職

に
尼
も
兼
ね
て
奉
仕
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
は
貴
族
の
女

性
と
同
じ
よ
う
に
女
房
装
束
を
着
て
い
た
。
ま
た
、
宇
佐
宮
関
係
文
書
か

ら
宇
佐
宮
の
中
で
は
最
も
身
分
が
高
か
っ
た
が
、
同
じ
女
禰
宜
で
も
辛
嶋

氏
と
大
神
氏
で
与
え
ら
れ
る
位
階
は
異
な
り
、
大
神
氏
の
方
が
位
は
高

か
っ
た
。

第
二
章
で
は
、
辛
嶋
氏
は
秦
氏
か
ら
出
た
渡
来
氏
族
で
、
道
教
の
影
響

を
受
け
た
朝
鮮
シ
ャ
ー
マ
ン
の
習
俗
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
宇
佐
宮
に

お
け
る
八
幡
信
仰
の
元
と
な
っ
た
。
ま
た
、『
辛
嶋
氏
系
図
』
か
ら
、
如

何
に
禰
宜
職
が
権
力
あ
る
役
職
だ
っ
た
か
が
窺
え
、
辛
嶋
禰
宜
が
活
発
に

活
動
し
た
の
は
六
世
紀
か
ら
八
世
紀
末
で
、
全
盛
期
は
最
も
記
事
が
多
い

波
豆
米
の
頃
、
つ
ま
り
奈
良
時
代
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
と
、
辛
島
氏

の
女
禰
宜
が
衰
退
し
、
男
性
が
代
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
奈
良
時
代

―50―



末
か
ら
平
安
時
代
初
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
女
禰
宜
の
全
盛
期
と
衰

退
期
を
大
ま
か
で
は
あ
る
が
、
突
き
止
め
る
こ
と
出
来
た
。

第
三
章
で
は
、
豊
前
国
仲
津
郡
の
大
神
部
が
、
少
な
く
と
も
六
世
紀
以

前
に
蘇
我
氏
の
命
を
負
っ
て
宇
佐
に
入
っ
て
来
て
八
幡
宇
佐
宮
に
奉
仕
す

る
氏
族
と
な
っ
た
こ
と
、
大
神
氏
が
持
っ
て
い
た
自
国
防
衛
の
性
格
を
持

つ
応
神
天
皇
を
対
象
と
す
る
信
仰
は
宇
佐
に
入
る
と
辛
嶋
氏
の
八
幡
神
と

習
合
し
て
応
神
天
皇
は
八
幡
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら

れ
る
。

女
禰
宜
の
実
態
と
辛
嶋
氏
、
大
神
氏
に
つ
い
て
は
残
さ
れ
た
問
題
も
い

く
つ
か
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
今
後
も
研
究
を
重
ね
て
ゆ
き
た
い
。

注

（
１
）
宮
地
直
一
著
『
八
幡
宮
の
研
究
』（
理
想
社
、
昭
和
三
一
年
一
二

月
）・
中
野
幡
能
著
『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和

四
二
年
三
月
、
増
補
版
、
昭
和
五
〇
年
五
月
刊
）・
中
野
幡
能
著
『
八

幡
信
仰
と
修
験
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
〇
年
二
月
）・
中
野
幡

能
著
『
宇
佐
八
幡
宮
放
生
会
と
法
蓮
』（
岩
田
書
院
、
平
成
一
〇
年

一
〇
月
）
賀
川
光
夫
・
藤
田
晴
一
著
『
宇
佐
古
代
国
家
の
成
立
と
八

幡
信
仰
の
背
景
』（
木
耳
社
、
昭
和
五
一
年
）・『
宇
佐
宮
』（
吉
川
弘

文
館
、
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
）・
逵
日
出
典
著
『
八
幡
宮
寺
成
立
史

の
研
究
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
平
成
一
五
年
三
月
）・
逵
日
出
典

著
『
八
幡
神
と
神
仏
習
合
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
平
成
一
九
年
八

月
）・
小
平
美
香
著
『
女
性
神
職
の
近
代
―
神
祇
儀
礼
・
行
政
に
お

け
る
祭
祀
者
の
研
究
―
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
二
一
年
三
月
）・

宮
内
彩
子
著
「
女
子
神
職
の
研
究
」（
平
成
一
一
年
皇
學
館
大
学
卒

業
論
文
）

（
２
）
辛
嶋
乙
目
は
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
御
許
山
か
ら
郡
瀬
に
移
っ

た
八
幡
神
の
神
託
に
よ
り
大
神
比
義
と
共
に
鷹
居
瀬
社
を
造
営

し
、
こ
こ
に
奉
仕
し
た
。
し
か
し
、『
辛
嶋
氏
系
図
』（
神
道
大
系

本
）
の
尻
付
に
は
「
敏
達
天
皇
御
宇
、
為
二

祝
職
一
」（
同
書
、

七
五
八
頁
）
と
あ
る
。
敏
達
天
皇
の
在
位
は
飛
鳥
時
代
以
前
で
あ

る
の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
乙
目
は
少
な
く
と
も
一
二
七
年
間
奉

仕
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
一
四
巻

に
、「

昔

｢三
十
代
欽
明
天
皇
御
于
」
（
朱
）

（
中
略
）
有
二

大
神
比
義
云
翁
一。
年

五
百
歳
」（
同
書
、
四
一
三
頁
）、「
有
二
大
神
波
知
云
翁
一。
年
八
百
歳
」

同
書
、
同
頁
）
と
あ
る
が
、
生
存
不
可
能
な
年
齢
で
あ
る
。
鷹
居
瀬

社
造
営
よ
り
後
の
記
録
は
、
正
史
や
『
辛
嶋
氏
系
図
』『
扶
桑
略
記
』

等
の
文
献
と
一
致
す
る
が
、
そ
れ
以
前
の
記
録
は
信
憑
性
に
欠
け

る
。『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
は
、
宇
佐
神
宮
に
お
け
る
『
記
紀
』

の
よ
う
な
文
献
と
言
え
よ
う
。

（
３
）
今
永
文
書
と
は
、『
大
分
縣
史
料
（
三
〇
）
第
一
部

補
遺
（
二
）

宇
佐
八
幡
宮
関
係
文
書
』
に
よ
る
と
、
大
神
氏
の
一
流
で
あ
る
今
永

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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氏
に
伝
え
ら
れ
た
宇
佐
神
宮
関
係
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
今
永
氏

は
、
雄
黒
麻
呂
の
子
で
祝
部
の
祖
と
な
っ
た
家
頼
の
孫
で
あ
る
惟
信

を
祖
と
す
る
家
で
、
子
孫
は
少
宮
司
と
し
て
、
庶
流
は
弁
官
・
官
人

代
・
御
馬
所
検
校
職
に
就
い
て
奉
仕
し
た
（
同
書
、
五
頁
）。

（
４
）
八
幡
宇
佐
宮
の
役
職
に
つ
い
て
『
続
日
本
紀
』・『
八
幡
宇
佐
宮
縁

起
』・『
宮
寺
縁
事
抄
』・『
御
託
宣
集
』・『
辛
嶋
氏
系
図
』・『
大
神
氏

系
図
』
を
参
考
に
し
て
見
て
み
る
。
八
幡
宇
佐
宮
の
役
職
は
最
初
、

欽
明
天
皇
の
御
代
（
六
世
紀
末
）
に
比
義
が
祝
に
就
い
て
か
ら
、
敏

達
天
皇
の
御
代
（
六
世
紀
末
）
に
辛
嶋
乙
女
が
禰
宜
に
、
黒
比
目
が

采
女
に
就
い
て
お
り
、
養
老
四
年
（
七
一
九
）
に
辛
嶋
波
豆
米
が
御

杖
人
と
し
て
、
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）
一
〇
月
に
大
神
田
麻
呂

が
主
神
司
と
し
て
文
献
に
見
ら
れ
る
。
高
取
氏
の
『
神
道
の
成
立
』

（
平
凡
社
、
昭
和
五
四
年
一
月
）
に
よ
る
と
、
主
神
司
と
は
、
カ
ム

ツ
カ
サ
と
訓
ま
れ
、
神
霊
の
依
代
と
な
っ
た
人
が
発
す
る
神
語
を
人

の
言
葉
に
直
し
て
、
神
託
の
正
否
を
判
断
す
る
審
神
者
の
役
割
を
す

る
。
大
神
田
麻
呂
は
八
幡
宇
佐
宮
の
大
宮
司
の
始
め
で
も
あ
る
。

一
〇
世
紀
末
以
降
は
、
権
擬
大
宮
司
・
権
少
宮
司
・
権
祝
・
神
主
・

社
司
・
惣
検
校
・
権
惣
検
校
と
い
っ
た
役
職
が
見
ら
れ
る
。

（
５
）
杜
女
以
外
に
「
禰
宜
尼
」、「
尼
社
女
」
と
い
う
よ
う
な
女
禰
宜
が

尼
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
記
載
が
あ
る
女
禰
宜
は
い
な
い
。
八
幡
宇
佐

宮
に
社
僧
や
尼
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
の
女
禰
宜
が
尼
を

兼
ね
て
い
た
の
か
判
然
と
し
な
い
。

（
６
）
ス
ク
リ
に
は
「
勝
」
と
「
村
主
」
が
あ
る
。『
新
撰
姓
氏
録
』（
神

道
大
系
本
）
に
よ
る
と
、
両
者
と
も
渡
来
氏
族
で
あ
り
、
呉
、
魏
、

漢
の
系
統
と
百
済
、
高
麗
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
呉
、
魏
、

漢
国
皇
帝
の
子
孫
で
あ
り
、
後
者
は
百
済
、
高
麗
国
の
人
の
子
孫
で

あ
る
。

（
７
）
神
図
に
描
か
れ
る
神
は
、
一
神
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

朴
氏
の
『
韓
国
の
村
祭
り
』
に
よ
る
と
、
例
え
ば
、
韓
国
の
女
性
が

礼
服
を
着
る
と
き
に
着
け
る
黒
い
冠
と
紫
色
の
唐
衣
を
着
け
た
女
神

や
海
の
神
が
娘
を
抱
い
て
い
る
絵
、
竜
王
、
山
の
神
な
ど
が
描
か
れ

る
よ
う
で
あ
る
（
同
書
、
一
六
二
〜
一
六
四
頁
）。

（
８
）
加
賀
光
夫
氏
と
藤
田
晴
一
氏
著
の
『
宇
佐
―
古
代
国
家
の
成
立

と
八
幡
信
仰
の
背
景
―
』（
木
耳
社
、
昭
和
五
一
年
二
月
、）
に
よ

る
と
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め
の
宇
佐
で
は
、
八
幡
神
と
仏
教

の
対
立
を
背
景
に
宇
佐
氏
と
大
神
氏
の
間
で
抗
争
が
あ
っ
た
と
い
う

（
同
書
、
八
〇
頁
）。

（
９
）
中
野
氏
は
、『
八
幡
信
仰
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
二

年
三
月
）
に
お
い
て
、
大
三
輪
氏
が
大
和
国
か
ら
瀬
戸
内
を
経
由
し

て
宇
佐
に
入
っ
た
。
大
三
輪
氏
と
宇
佐
の
大
神
氏
は
同
族
で
あ
る
と

さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
（
同
書
、
一
三
四
〜
一
三
五
頁
）、
そ
の
後
に

書
か
れ
た
『
八
幡
信
仰
と
修
験
道
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
〇
年
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二
月
）
で
は
、
筑
前
・
豊
前
国
の
大
神
部
が
宇
佐
に
入
っ
て
来
て
、

八
幡
宇
佐
宮
に
奉
仕
し
た
大
神
氏
と
な
っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
（
同

書
、
二
三
九
頁
）。（

す
と
う

え
り
・
平
成
二
十
四
年
度

皇
學
館
大
学
文
学
部
神
道
学
科
卒
業
生
）

【
編
輯
委
員
会
註
】
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
皇
學
館
大
学
人
文
學
會

奨
励
賞
受
賞
論
文
で
あ
る
。

古
代
に
お
け
る
宇
佐
神
宮
の
女
禰
宜
（
須
藤
）
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